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      令和２年第６回（定例会）吉備中央町議会会議録（３日目） 

 

１．令和２年１２月１５日  午前 ９時３０分 開議 

２．令和２年１２月１５日  午後 １時５９分 閉議 

３．会議の区別      定例会 

４．会議の場所      吉備中央町議会議場 
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   １番  成  田  賢  一    ３番  石  井  壽  富 

   ４番  渡    順  子    ５番  山  崎     誠 

   ６番  加  藤  高  志    ７番  河  上  真 智 子 

   ８番  黒  田  員  米    ９番  日  名  義  人 

  １０番  丸  山  節  夫   １１番  西  山  宗  弘 

  １２番  難  波  武  志 

６．欠席議員 

   ２番  山  本  洋  平 

７．会議録署名議員 

   ７番  河  上  真 智 子    ８番  黒  田  員  米 

８．議場に出席した議会事務局職員 

  議会事務局長  杉 原 宏 典    書    記  堀   恵 子 

９．説明のため出席した者の職氏名 

  町    長  山 本 雅 則    副  町  長  岡 田   清 

  会計管理者  石 田 卓 己    総 務 課 長  大 木 一 恵 

  税 務 課 長  亀 山 勝 則    企 画 課 長  片 岡 昭 彦 

  協働推進課長  河 内 啓一郎    住 民 課 長  小 谷 条 治 

  福 祉 課 長  奥 野 充 之    保 健 課 長  石 井 瑞 枝 

  子育て推進課長  石 井 純 子    農 林 課 長  山 口 文 亮 

  建 設 課 長  岡 本 一 志    水 道 課 長  髙 見 知 之 

  教委事務局長  冨士本 里 美    定住促進課長  岸 本 久 夫 

１０．議事日程        

   日程第１        会議録署名議員の指名について 
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   日程第２        一般質問 

   日程第３ 報告第８号  要望審査報告について 

１１．会議に付した議案の題目及びその結果 

          一般質問 

   報告第８号  要望審査報告について                  採択 
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            午前 ９時３０分  開 議 

○議長（難波武志君） 

 おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１１名です。２番、山本洋平君が静養のため欠席です。定足数に

達していますので、これより直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、７番、河

上真智子君、８番、黒田員米君を指名します。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第２、一般質問を行います。 

 質問時間は、一括質問、一問一答質問、いずれも３０分以内とします。残り時間は、

３分前にベルを鳴らしてお知らせします。 

 なお、一括質問につきましては、再々質問までとなっています。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 ３番、石井壽富君。 

○３番（石井壽富君） 

 ３番、石井壽富でございます。せんだって通告を出しております。議長の許可をいただ

きましたので、２日目の質問をさせていただきたいと思います。 

 質問する前に、今、国難とも言うべき新型コロナウイルスにおいて、大変な国難となっ

ております。ウイルスとの闘いと人類の闘いは歴史上、ずっと闘ってきております。いつ

かは人類のほうのワクチン等で勝利をして、勝っていくことは間違いないわけであります

けれども、最近のテレビ等でニュースを見るに限って、多くの方々の、コロナウイルスの

患者にお見舞いを申し上げるとともに、まして医療従事者あるいは看護師の方が真正面か

ら向き合って闘っておられます。我が身そこに置いたと例えて言うならば、とても医療関

係者の方に感謝を申し上げるとともに、また家庭的にも看護師の方々の家庭、一家皆さん

で従事していらっしゃいますことに関しまして、我々は感謝と尊敬を申し上げなければな
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らないと、このように思っております。 

 それでは、一般質問をさせていただきます。 

 私は、質問形式は一括でお願いをしたいと思います。 

 まず、第１点目、質問事項に書いております災害危険箇所の改修についてと、２点目が

吉備高原小学校（公民館）等への進入路改修と駐車場整備についてと、大きく３点目は吉

備新線沿いの環境整備と街灯設置についてどうなのかなと、こういうふうな部分で質問を

いたしたいと思います。 

 まず、最初の、災害危険箇所の改修についてでありますけれども、我が町には土砂災害

警戒区域、地滑り危険箇所等が多数あるわけであります。そして、また３０年度７月の豪

雨災害で下竹地域において大きな災害が発生し、財産も大きく破壊をしたわけでありま

す。そして、またその年にも、今度は田土の地域におきまして、床下への浸水、あるいは

倉庫等の被害が確認されているところがあります。こうした住民の不安を取り除き、安

心・安全を確保するためには、早急な対策が必要と考えておるわけであります。国・県、

県等の関係機関に対して、強力に町として働きかけるべきではないか。また、抜本的な対

策まで時間を要する場合、危険度が高い箇所については緊急、応急処置的な危険回避の対

策を町として行うべきではないかと考えております。 

 この部分におきまして、町長のお手元にも資料を渡しておると思いますけれども、

２８年度の３月のハザードマップにおきましては、下竹の危険箇所が起きとるとこの場所

の部分は土石流と、それと崖崩れが交差しておるような場所に、土石流が結局起きておる

わけであります。このことが起きて、３１年度の３月の定例議会で、私はこのハザードマ

ップの見直しといったことも一般質問をいたしておるわけであります。そしてまた、

３０年度の７月に起きて、３１年度に県が今度は危険箇所というピンポイント的な部分

で、地番と住所等を県のほうが指摘といいますか、そういったものをつくって、それが

３１年度の、県には２月か３月に、町のほうにそれが出てきておると。それに関して、今

年のある公民館単位で、県のほうと建設課等の説明もございましたけれども、コロナの関

係で多くの人を集めるというふうなことにならなかったわけであります。 

 こういうふうな、災害でありますので、自然災害というものは、昔は忘れた頃にやって

くるというふうなことを言われておったわけでありますけれども、最近はゲリラ豪雨であ

るとか、台風であるとか、いろんな部分で一年一年起きてくるわけであります。昨日の同

僚の議員の質問にもありましたように、生命と財産を守るという、この観点からいたしま
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すと、大きな災害を、防災を小さく、減災という形に抑えなければならないと、このよう

に思っております。 

 総務産業委員会といたしましても、今月１日でしたか、この現場に砂防ダムの状況、ま

た床下浸水、倉庫等の水害が起きておる方々にも出ていただきまして、視察をいたしたわ

けであります。その部分におきまして町長が、県は県議会を通して、私もこの部分で出向

いたわけでありますけれども、県内に１万か所こういったところがあると、早急な対応が

なかなか返答ができないというふうな返事もいただきましたが、しかし、先ほども言いま

すように、大きな災害を小さく防げる努力は町としてやらなければならないんではないか

と、このように思っております。この部分で町長の見解をお尋ねをいたしたい。 

 ２番目の吉備高原都市への小学校等のアクセスのところでありますけれども、これは工

業団地の関係で大型トラック等の交通量も非常に多くなっており、今現在は某企業が約

４０台、それから公民館もできたせいで、学校関係、保護者の関係が多いときには

４０台、大体８０台、７０台と駐車しておるわけでありますけれども、そこの出入口が、

交差点の中に進入路があるわけであります。教職員研修センターという施設もあり、一気

に下りでありますから、大変なスピードの中交差点の出入りをしなければならないわけで

あります。そして、また駐車場におきましては、長年、地域の方からの要望があるよう

に、アスファルトがなされておりません。地道であります。まして、冬場は霜柱が立って

子供、保護者等も歩いて学校へ入る、こども園へ入るんがあったり、非常に困難を来して

おるわけであります。若い人はとにかく雨が降ると車が汚れると、タイヤが汚れるといっ

たことが、これ平成１１年度の開園、開校ではないかと、それからずっとこの状態が続い

ておるわけであります。ですから、山本町長は今、学校の統廃合等の部分で協議なされて

おるわけであります。人数の関係、いろんな部分で、本陣の部分の統廃合の部分もさるこ

とながら、周辺整備、駐車場の整備、いろんなものを総合的な部分で進めていかなければ

ならないと、私はそのように思っておりますし、そういうふうなことを、出入口であり、

駐車場であるいろんな部分の周辺の整備等も一緒にやっていて、御理解をいただくという

のが肝腎ではないかなと、このように思っております。 

 そして、３点目の吉備新線沿いの、今、中電のネットワークのために中電が電柱を新設

しておるわけであります。皆さん御承知のように、吉備新線は町の中心地でもある吉備高

原都市の表玄関であります。そして、特に今朝ら等は、カーブも多いせいで凍結もかなり

あそこは、冬場は事故が大変に多いところではあります。それが道路沿線沿いの交通支障
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木等の環境整備を今やっておる関係で、掛畑から吉備高原都市に上がってくるまでは真っ

暗であります。でき得れば、中電との交渉の下に街灯をつけていただいて、明るいイメー

ジという、スーパーシティー構想というものもこれから目指しておるわけでありますの

で、ぜひその辺、そのあたりは、町長のほうのお考えをお伺いしたいわけであります。 

 そしてまた、今は吉備新線、岡山市のほうへ向かって南側、右手の側が整備されておる

わけでありますので、左側も、総延長が大体５キロ、木を伐採するところが約４キロぐら

いの距離であるというふうなことを建設課長からもお伺いをいたしております。５キロ延

長で４キロという、この１キロというものの、ちょうど谷間があるわけです。じゃから、

伐採をした木を町長、できれば谷へ捨てると言い方よりも、かわす場所があるわけであり

ますんで、全てあれを予算をかけて改修ということの方法がいいわけでありますけれど

も、そのあたりは県との交渉によって、きれいにイメージアップして、すばらしいスーパ

ーシティーができるのに一歩近づきたいなと。まず、そのあたりでありますので、最初の

質問の答弁をお願いしたいわけであります。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、災害の危険箇所の件でございます。 

 議員が御心配の箇所は、平成２７年に地元関係者から、多量の雨水が家の裏山から宅地

に流れ込み床下を流れたと、大雨のときには裏山が崩れるのではないかと大変不安である

と、崩壊する前に対策工事を行ってほしいと町に要望があった場所かと思います。 

 当時、改修対応ができる事業はないか、岡山県に対策事業の実施を協議、要望をいたし

ましたが、当該箇所は県が指定する土砂災害危険箇所の警戒区域、また山地災害危険地区

の指定地ではなく、防災事業の対応実施できる事業はないとの回答でございました。その

後、岡山県は土砂災害危険箇所の再調査を行い、平成３１年３月、新たに当該箇所が土砂

災害危険箇所の警戒区域に指定をされました。再度、県に対しまして、砂防事業や治山事

業などの改修を要望をいたしましたが、現地確認の結果、採択できる事業がないと前回同

様の回答であり、改修へ向けての事業化には、今現在至っていないところでございます。 

 しかし、町といたしましては、当該箇所が崩壊した場合の人命、財産、また周辺地域へ
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の被害の甚大さを鑑みますと、引き続き、岡山県に対し、対策事業の実現に向けまして強

く要望をしていこうと思っております。また、町といたしましても、可能な範囲で何がで

きるか、今、検討をして、それが実現に向けて進みたいと思っております。 

 次に、吉備高原小学校の進入路でございますが、ここは一方方向でしか進入も退出もで

きず、大変不便な場所だと私も感じております。このことにつきましては、後ほど担当課

長からもう少し詳しく説明をさせていただきます。また、その上側の学校用地を今、駐車

場として利用をしていただいておりますが、あそこは砂利と土のままで大変使い勝手が悪

く、すぐわだちとか穴ぼこができるというような状況のところでございます。用地につき

ましては、県有地でございます。県としっかりと協議をしまして、部分的にでも何か整備

ができないかと、今、検討しているところでございます。ぜひ、何らか形にしたいと思っ

ております。 

 次に、吉備新線の街灯設置につきまして、今、言われたとおり、中国電力ネットワーク

株式会社があのように、吉備新線から岡山市に向けて電柱を立っておられます。９３本立

てられるということになっています。大変明るいイメージに少しなっております。これに

つきましては、電柱が９３本立てられたということもありますので、町といたしまして

は、ぜひその電柱を活用して、言われたとおりです。吉備中央町の玄関口でございます。

今まではもう真っ暗というような状況でしたので、明るい町という意味では、あそこに街

灯をつけさせていただこうと思っております。それにつきましては、中電、また県のほう

に交渉をし、でき得る折は県のほうにも何らか協力していただきたいという思いでござい

ます。また、反対側の北側の斜面につきましても、もともと道ができたときには何もなか

ったわけでございます。遠くの山々が美しく見えて、まさしくハイウエーのようなきれい

な道でございましたが、今現在は木々も大きく育ち、もう日陰が多く、凍結にとっては本

当によくないなという思いでございますので、これも県有地でございます、全て。県と協

議をいたしまして、反対側も何らか伐採をこれから進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 岡本建設課長。 

○建設課長（岡本一志君） 

 それでは、３番、石井壽富議員の御質問の吉備高原小学校の進入路について、少し詳し

くお答えをさせていただきます。 
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 現実に、吉備高原小学校に用事がある方、御用がある方につきましては、小学校の入り

口の進入路を入って、学校のほうへ入っていく進入路がございます。先ほど町長が申しま

したが、実際にたくさんの父兄の方は上の中学校用地に駐車されると思いますが、まず吉

備高原小学校の直接の進入路につきまして御説明をさせていただきます。 

 この進入路は、吉備高原リハビリテーションセンターの入り口前、また平成２９年に開

業いたしましたアイン薬局の前で県道吉川槙谷線に隣接し、吉備高原小学校へ進入する進

入路で、進入路自体の改修ではなくて、県道からの進入経路について、入るときに危険で

あるという形の現状だと思います。この県道吉川槙谷線につきましては、中央分離帯のあ

る４車線の道路で、十字橋から北へ向けて東西住区へ走行した場合、小学校進入路の正面

に分離帯があるために、右折して入ることができない場所でございます。一旦入り口を通

り過ぎて、その先の信号のない町道との十字交差点、ここから中学校用地に入る入り口が

あるわけですが、この十字路の交差点をＵターンして南下し、小学校に入る進入路になっ

ておる状況です。 

 議員も先ほど御説明がありましたが、近年、当該箇所の北になりますが、吉備高原産業

区に企業誘致が進んだ関係で企業関係者の通行が増加、また東西住区では分譲が進み、多

くの方が住まわれるようになっております。あわせて、岡山県総合教育センターで開催さ

れる研修会には多くの方が参加されるなど、小学校の前の県道を利用される車両の台数は

以前に比べ、大変増加しております。また、この小学校進入路の利用者といたしまして

は、小学校関係者だけではなく、吉備高原こども園関係者や今年新たに開館しました吉備

高原公民館を利用される方など、この利用も増加しております。このようなことから、車

両通行台数の増加している町道との丁字交差点をＵターンすることによる交通事故が発生

する危険性は、以前と比べて高くなっていることは事実でございます。 

 先ほども申しましたが、十字橋から北上する県道から直接小学校の入り口、進入路に入

ろうと思いますと、その県道には中央の分離帯というものがあり、それを取り除かなけれ

ばならないということがございます。今後、県道の管理者、岡山県に対しまして、現在の

地域の状況と危険性を説明、協議をいたしまして、安全な方法で小学校に進入できる対策

を講じていただくように、町として要望してまいります。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ３番、石井壽富君。 
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○３番（石井壽富君） 

 再質問をさせていただきます。 

 災害危険箇所の改修についてということの最初の質問でありますけれども、町長は先ほ

ど答弁で、町としてできることをというふうなことでありますので、これは地域住民、あ

るいはいろんな周りの大きな災害がこれからも起きる危険性もあるわけでありますので、

よろしくお願いをしたいと思います。また、私も県議会を通してこれ話をしておるわけで

ありますけれども、１万か所あるからできないということの返事をいただいておりますけ

ども、引き続き、総務産業委員会といたしまして、度々お願いをしていくのが私たちの仕

事ではないかと。地元議員のほうにもよく相談をして、今、やっておる最中であります。

よろしくお願いしたいと思います。 

 これ、ハザードマップは、総務課の窓口ではないかと思いますけれども、このマップが

２８年度の３月に出されておりますね、これは。それで、３０年７月に岡山県、真備、あ

らゆるところにできたので、私もこれを見て、これはもう少しやり替えにゃいけんのじゃ

ないかということで、３１年度の３月の定例議会でこれの変更といいますか、もう少し詳

しいものをというのをたしか質問いたしたと思います。そして、今現在これが、マップが

まだできてないというふうなことは、いかがなものかなと。そして、また県が危険区域

の、田土の部分にも入られておる部分においては、町長、地番と住所というものが、県は

はっきりしておるものを私、資料で見ました。これは地域的な部分のあれでなしに、もし

ピンポイントでそういったものができてあるならば、各地域の議員さんにはそういった資

料を配付して、常々地元の人と議会の人がよく検討するというふうなことをやられたほう

がいいんじゃないかなと思います。 

 そして、２点目の吉備高原小学校の出入口の件でありますけれども、これは建設課長、

執行部の方、公安委員会の法律というものがあるわけでありまして、吉備高原小学校の入

り口、道路、県道から際は総務課の財産になっておりますね。あれが道路認定をされてい

ないんですね。ですから、あれは公安、県との交渉の段階において、まず幅員はないです

けれども、距離も二、三十メーターですか。しかし、公安委員会等が言われるのに、県道

である以上、私有地からというわけにはなかなかいきにくいと。ですから、早急に、町道

の道路にあれをやり替えるべきじゃないかと、そういうふうな意見もお聞きしておりま

す。今の、駐車場の出入口もそうです。あれが、出入口が県の土地になって道路に認定さ

れていないから、法的な部分で、公安委員会のほうの白線を引くとかという部分が少し困
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難なのかなという気がしますんで、併せて建設課長、そのあたりも研究してくださいまし

て、県との交渉、公安委員会との交渉ができやすい状況に環境を整備していただいたほう

がいいんかなと。 

 それから、３点目の街灯の部分は、もちろん町長は努力いたしたいということを答弁で

聞いたので、努力してほしいと思います。 

 それで北側は、あんだけ道路がこう出ると、最近はトレーラーとか観光バスもそうです

けど、大型ドライバーとかというのがストレスがたまるわけです。できるだけ枝をセンタ

ーライン上にどうしてもカーブは寄るんです。ですから、左側のあれも県有地でありまし

ょうけれども、あれを全て整備、伐採ということになれば予算もかかるでありましょうけ

れども、吉備中央町の地域の中であるんならば、町費で少し、それで県道でありますの

で、責任は県にありということで、そこらあたりを町長、私たちの県議会に対しての陳

情、要望も、ここで来年あたりになったらやって、執行部と議会のほうの同じ共通な陳

情、要望を出して早期にやってほしいなと。早期にというよりか、ちょうど今の時期です

から、それに合わせてできたほうがいいんじゃないかなというふうなことを希望としま

す。これはぜひ、何とかスーパーシティー、イメージですから、明るい町ということが前

提になるんじゃないかなというふうなことを思いますんで、お互いの努力で、一回きれい

にすると１０年ぐらいはもちます。そういうふうな想定の下に、形にしたいなということ

であります。 

 町長、あそこのアイン薬局さんがありますよね。新しくできました。私も度々とは言い

ませんけれども、あまりこういうふうな場所で言うべきかどうかというのは迷いますけれ

ども、ちょこちょこ逆走の部分があるんです。ですから、逆走するのはもちろん道路のせ

いじゃありません。それは運転免許証を持っとる一つの責任でありましょうけれども、ち

ょっと交差点のほうから来る車がなかったら、アイン薬局の人、高齢者の人は、あの大き

い、医療リハと職リハの交差点が大き過ぎますから、あれを逆にぴゅっと行かれるのも聞

きます。ですから、そこらあたりを十分協議いたしまして、事故が起きにくい状況にして

いたほうが、起きてからでは遅過ぎますと。起きたにしても少し、大事故にならないよう

にということを希望といたしておりますので、どうぞよろしくお願いをしたいと思いま

す。私有地じゃなしに町道に入るという部分で、もう一回答弁を願えればと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 
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 大木総務課長。 

○総務課長（大木一恵君） 

 道路の前に、１点だけ御説明させてください。 

 先ほど御質問がありましたハザードマップについてでございます。議員さんの御発言に

よりまして、こういったことを説明する機会が得られましたこと、ありがたく思います。 

 実は、今年度ハザードマップを作成しておりまして、来年３月に完成いたします。そし

て、それは町民皆様方に冊子としてお配りする予定でございます。新たに今回、ハザード

マップがとても縮尺が小さいので見にくいという御意見もありましたので、それを大勢の

方に詳しく見ていただくために、ホームページ上から、そこから入っていけれるように、

ハザードマップの地図を大きく見えるような、そういった形で皆さんに見ていただくと、

そういう方法を考えております。 

 内容としましては、このたび指定していった範囲が、昨年、地域の皆様に御説明をして

歩いておりますが、その範囲を反映させています。その後、これから指定を受けていく部

分につきましては、また次のハザードマップの作成段階で改修を加えていくということに

しておりますので、全ての今、指定がされるべき範囲は入ってはおりませんけれども、な

るべく新しいもので指定されているものにつきましては反映されたハザードマップができ

る、それを３月までにさせていただくということにしております。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（難波武志君） 

 岡本建設課長。 

○建設課長（岡本一志君） 

 再度の御質問で、町道に認定という形のものでございます。 

 通常、町道を認定するための基本的な考え方も少しありまして、集落と集落を結ぶと

か、いろいろなそういう考え方で認定をしていっておる、こちらの考え方もございます。

ここの現場におきましては、吉備高原都市学校事務組合用地というふうな形の土地の性質

と、学校のグラウンドとか事務局へ入っていく要素がございますので、どういう形で持っ

ていけたらその認定ができるか、よく研究させていただきまして、公安委員会等々にお話

が通じる状態に持っていけるように、研究を十分させていただければと思っております。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 
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 ３番、石井壽富君。 

○３番（石井壽富君） 

 それでは、さっき総務課長の、ハザードマップの件につきまして、再度質問をいたした

いと思います。 

 県が３０年度に調査して、３１年度に少し資料を見させていただいた、吉備中央町にも

あると思いますが、ピンポイントの危険箇所、この部分の扱いは、このハザードマップに

は載すわけにいかんというより、それが分かるんですか。できれば、地番と住所というも

のが危険箇所として県のほうから出されておる以上、それをハザードマップに入れる、入

れんはいろいろありましょうけれども、入らないんであるならば別な資料でもって、各議

員さんの、地域の議員さんに私は認識をしていただいたほうがいいんじゃないかと。自治

会でのいろんな災害等のときにも非常にそれが役に立つんじゃないかな。ハザードマップ

のように、地域をおぼろげながらずっと図面で示されることも必要であるんですが、ピン

ポイントというのが大切なんじゃないかなというふうに思いますが、この点、答弁を求め

たいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 大木総務課長。 

○総務課長（大木一恵君） 

 今の指定地域でございますけれども、こちらのほうは県が指定するものであります。県

のほうが官報において告示をされますので、地番については官報のほうで確認ができるよ

うになっています。また、ハザードマップのほうは、地番までが載すことは恐らくしない

と思いますけれども、地図で、今までよりかなり詳しく掲載されたものができるようにな

りますので、そのほうで御確認いただくということで、申し訳ないんですが、２か所で御

確認いただくことになるかと思います。 

○議長（難波武志君） 

 ３番、石井壽富君。 

○３番（石井壽富君） 

 分かりました。了解しました。 

 災害でありますので、防災・減災というふうなことがこれから必要なと、このように思

っております。十分そのあたりは執行部も議会も一緒になって、防いでいく努力を日々す
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べきではないかなというふうなことで、答弁は結構でございます。 

 これで私の一般質問を終了します。 

○議長（難波武志君） 

 これで石井壽富君の一般質問を終わります。 

 順次発言を許します。 

 ７番、河上真智子君。 

○７番（河上真智子君） 

 ７番、河上真智子君です。よろしくお願いいたします。 

 私は、今回の選挙で、女性の優しい視点で小さな声も町政へと大事にお届けするという

お約束をいたしました。そのお約束を着実に、そして誠実に果たしていけるよう、努力し

ていきたいと思います。今回が初質問ですので、要領を得ない点もあるとは思いますが、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、事前通告に従って一括方式で質問させていただきます。 

 内容は、大きく分けて２点です。１点目は、災害発生時の避難対応についてです。２点

目は、ケーブル網の整備についてです。 

 それでは、まず１つ目のテーマとして、災害発生時の避難対応についてお尋ねいたしま

す。 

 近年の気候変動によって雨の降り方が変わっているという実感は、皆さんもお持ちだと

思います。今後も、３年前のような未曽有の災害の発生が予想されます。まず、その対応

に関する質問をさせていただきます。 

 最初に、災害発生時の避難手段についてお尋ねいたします。 

 我が町は、地形的に山に囲まれており、各御家庭にも配られている町のハザードマップ

を見ても、大小の沢や急な崖が多く、また山の斜面に建つ住宅も多いという特徴がありま

す。そして、高齢化率は４０％に迫っております。現在、町にはお年寄りや障害を持たれ

ている方などの要配慮者、いわゆる災害弱者と言われる方が約９００人超いらっしゃいま

す。これらの方々については、包括支援センターや民生委員さんが把握されていらっしゃ

ると思いますが、このほかに、車の運転ができないなどのために、災害発生時に自力での

避難が困難な方が多数いらっしゃると思います。このような方の数の把握、また場所の把

握はできているのでしょうか。また、避難時の対応策はどのように考えていらっしゃるの

でしょうか。 
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 次に、避難経路についてお尋ねいたします。 

 今回の選挙の際に地域をいろいろと回らせていただいて、改めて感じたことがありま

す。行き止まりにあるおうちや道幅が狭い地域では、大きな災害が起きて路肩が崩れた場

合、代わりの道がなく孤立してしまうおそれがあります。このような地区の数、あるいは

御家庭の数の把握はできていますか。また、その場合の対応策はどのように考えていらっ

しゃるのでしょうか。 

 ３点目として、地域の自主防災組織についてお尋ねいたします。 

 非常に広い面積を持つこの町では、災害対応、中でも避難対応に関しては、全ての地域

を行政だけでカバーするのは困難だと思われます。地域の住民の方々との連携や地域単位

での防災力を向上させるための自主防災組織づくりを進めていかなければならないと思い

ますが、高齢化や地域の人口減少が進む中での対応には、地域の住民の方だけでなく、行

政のほうも苦慮されているとは思います。また、地域性の差があって、人と人とのつなが

りの深さや危機意識に差があり、一律には進められていないと感じております。加えて、

町職員の約半数の方が町外からの通勤者であり、即時対応ができにくいという現実もあり

ます。 

 まずは、自分で避難行動を起こす自助、次に日頃の暮らしや体の状況をよく知っていら

っしゃる御近所同士で助け合うのが共助、最終的に行政の手が必要なのが公助と言われま

す。その中の共助について、第２次吉備中央町総合計画における前期計画での自主防災組

織の目標値は１２団体であるのに対して、５年経過した現在での自主防災組織は５団体の

みとなっています。そして、令和７年度までの５年間の後期計画では、目標値が２４団体

となっています。これはかなり高い目標とも思いますが、必要であることは確かです。今

後の推進に関してどのような取組をされるのかをお聞かせください。 

 ４点目として、災害避難所、特にトイレに関してお尋ねいたします。 

 災害時の避難所として公民館などの施設が用意されていますが、残念なことに、全ての

方に優しい設備にはなっていません。ほかの地域で起こった災害の際に、テレビ報道で見

た避難所でも、一番問題になっていたのはトイレでした。ここでは、清潔さや数はさてお

き、設備に関してお尋ねいたします。 

 私は看護師でもあり、大学病院の脳神経外科リハビリテーション科勤務を振出しに、一

般病院や障害者施設、認知症対応のグループホームで勤務した経験があります。その観点

で、町内の公共施設のユニバーサルトイレ、いわゆる障害者トイレとか多目的トイレと言
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われるものですが、それを見るにつけ、形は整えてみたものの利用者にとっては使いにく

い、優しくないものであることにがっかりすることがあります。それとともに、福祉のま

ちづくりをテーマに掲げていられるこの町に、そのようなトイレしかないことに大変残念

な感じを持っています。 

 平成１６年に障害者差別解消法が制定され、公共施設においても合理的配慮を的確に行

うための環境整備が求められています。また、平成１８年にはいわゆるバリアフリー法が

制定され、高齢者や障害者、妊産婦、けが人などの移動や、施設利用の利便性や安全性の

向上を促進するために、バリアフリー化を進めるようにとの方針が示されております。特

に、公共施設においては義務化とされています。新設するものに比べて既存の施設の改修

は、費用もかかり、またスペースの確保も難しいことは理解しています。しかし、私が見

せていただいた中には、現場にいた看護師の目で合格点を差し上げられる箇所は、残念な

がら一つもありませんでした。スペースが狭くて車椅子での利用が難しいトイレ。介助者

が入れない。手すりはあるけど実用的な場所にない。手を洗うことはできない。汚物処理

槽や大きなごみ箱がない。更衣ができない。乳幼児用のおむつ交換台がないなど。しか

も、入り口が薄いカーテンのみの場所などなど、数え上げれば切りはありません。これで

は、実際に使うのには全く適しておりません。利用者主体での改善について、今後、どの

ように検討、または実行されるのかをお聞かせください。 

 次に、２つ目のテーマであるケーブルテレビ網の整備についてお尋ねいたします。 

 現在、全町に光ケーブル網の整備が進められております。令和３年度には完了する予定

と伺っております。これによって、４Ｋテレビ放送や高速通信網を利用したインターネッ

ト活用の利便性が向上し、個人だけでなく企業誘致の際にも役立つものだとうれしく思っ

ております。ただ、山間部で、ポイントとなる箇所から自宅までの距離が離れているた

め、ケーブルテレビを引きたくても自己負担が大き過ぎて諦めている御家庭があるのも現

実です。 

 現在、町の告知放送はケーブルテレビ網を利用されています。現在の加入率は

８９．１％、残りの１０．９％、つまり約４７０世帯余りの中には、自主的に必要なしと

判断されて加入されていない方もいらっしゃるとは思うんですが、加入が困難でという方

も少なからずいらっしゃるはずです。近年では、急な大雨などの災害の発生や予期せぬ熊

の出没など、住民の方に急いで注意喚起をしないといけない事柄も増えてきています。告

知放送を利用した各種のお知らせや、災害や緊急を要する情報が届かないことへの不安や
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不利益の解消について、今後、どのように取り組んでいかれるのかをお聞かせください。 

 そして、小・中学生のタブレット学習についてもお尋ねいたします。 

 タブレットを１人１台導入してのＩＣＴ学習の推進や、さらにはスーパーシティー特区

となれば、ＧＩＧＡスクールの構想もあると伺っております。教育環境の整備は、町の将

来を担う大切な子供たちにとって大変重要で、有益なことだとうれしく思っております。

また、災害や今回の新型コロナウイルス感染症の対応などのような、不慮の休校措置が必

要な場合にも、家庭での学習の継続が可能になって、とても有益であると思います。 

 現在、町からも児童・生徒をお持ちの御家庭に対して、インターネット環境等整備補助

金が用意されております。御父兄の方からは、ありがたいとか助かりますとかというお声

を聞くこともあります。しかし、その案内の中に、各家庭でインターネットの環境整備を

優先していただくようにお願いしますとの記載があり、インターネットへの接続ができな

い、あるいは電波状態が非常に悪い御家庭では苦慮されていると推察いたします。町の財

産であり、宝である大切な子供たちが皆、安心して学習に取り組めるように、何らかの配

慮をお願いしたいのですが、いかがでしょうか。また、補助金の期限が本年１２月２５日

までとなっております。これは、延長を含めた対応はしていただけませんでしょうか。そ

して、この機会に契約先である吉備ケーブルテレビさんとも協議していただき、山間地で

あるこの町の特異性にも配慮した契約内容の見直しにも取り組んでいただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 それでは、７番、河上議員の災害発生時の件でございますが、この災害発生時の避難対

応は、町内の要配慮者につきましては、今のところ、民生委員さんなどの協力によりまし

て、データとして管理をしております。有事の際には利用できるようにしておりますが、

ただし入院とか入所など、常に最新のデータが集まっているかといいますと、そうではご

ざいません。それぞれの地域でしっかりと把握をしていただきたいと思っております。 

 町では、土砂崩れ等の危険箇所を記した、先ほども説明をしましたが、防災ハザードマ

ップを全戸に配布をしております。このハザードマップにあります危険箇所が、例えば全

て崩壊したというような場合ですと、多くの集落や世帯がもう孤立することが予想されま
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す。そのような状況になる前に、避難をしっかりとしていただくということが理想でござ

います。が、しかし、仮に孤立した状態になった場合、これはもうそのような大がかりの

ときには、警察、消防あるいは自衛隊等をしっかりとお願いしまして、連携を取って救助

活動を行っていくことにしております。 

 また、自主防災組織づくりの推進につきましては、現在、最も町としましても力を入れ

ている施策の一つでございます。町では、自治会等の自主防災活動を推進するために、防

災資機材の購入補助、また避難訓練等の支援を、吉備中央町自主防災組織補助金を用いて

行っているところでございます。今年度も２つの組織がこの補助金を活用されまして、自

主防災活動に取り組んでいただきました。今後は、この事業をしっかりと知っていただく

ということが大切でございますので、広報紙等々によって周知をしていきたいと思いま

す。ぜひ、他の自治会におかれましても、この自主防災活動組織というのは大変重要なこ

とでございます。自ら地域の命を守る、財産を守る大切なことでございますので、ぜひそ

の組織の立ち上げをしていただきたいと強く願っております。 

 そして、お尋ねの避難場所でございますが、現在、主な避難所として公民館の施設を指

定しておりますが、高齢者や乳幼児など、いわゆる要配慮者に対しましてあらゆる面で対

応しているとは、なかなか言えない環境であることは私も理解をしております。災害発生

時には、まず要配慮者に適した施設への避難をしていただくための、避難準備・高齢者等

避難開始を発令をしております。それですので、ぜひそのタイミングで避難をしていただ

きたいと思っております。もう少し突っ込んでいえば、この発令をする前でも、自ら危険

を想定し、予想し、安全な場所に避難していただくということが大事だろうと私は考えて

おります。このことにつきましても、広く町民の方に周知をしていきたいと思っておりま

す。 

 そして、公民館施設等々のトイレの改修、これ、進めてはありますが、なかなか言われ

たとおり、満足がいく改修にはなっていないと思います。これは、公民館以外のとこもそ

うでございます。今後、施設のトイレの改修につきましては、それぞれの担当課と協議

し、進めていきたいと思います。ぜひ、議員の今まで培った知識と経験をそのことに反映

したいと思いますので、協力をよろしくお願いします。 

 ケーブルテレビ網につきましては、この後、担当課長から詳細に答弁をさせていただき

ます。 

○議長（難波武志君） 
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 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 ケーブルテレビ網の整備について、７番、河上真智子議員の御質問にお答えさせていた

だきます。 

 議員がおっしゃられますように、近年、全国各地において、未曽有の災害がいつ、どこ

で発生するか、予想がつかないのが現状であります。我が町においても、ゲリラ豪雨、地

震、台風といった災害がいつ襲ってくるかも分かりません。そうした事態の発生時におけ

る行政の役目として、告知放送やケーブルテレビによる災害情報や緊急情報の伝達につい

て、町民の方に対し、平等に、かつ安全・安心な生活を守るための環境整備が大変重要な

ことと認識しております。また、今回の世界的な災害とも言える新型コロナウイルス感染

症拡大により、新たな生活様式となってくる自宅でのオンライン学習に対応できる環境整

備について、インターネットが日常的となった現代社会において、必要なことであると捉

えておるとこであります。そのため、町では令和３年度末の完成を目指し、町内全域の光

ケーブル化を順次整備しております。工事の進捗により、地域によってはまだ利用できな

いといったことが生じてはおりますが、既存の住宅地におきましては、不利益、不公平感

が生じないよう、整備のほうを行っていきたいと思っております。また、インターネット

環境等整備の補助金につきましては、新型コロナウイルス感染症の終息のめどが立ってい

ない現状を鑑み、申請期間の延長も考慮してまいりたいと考えております。 

 いずれにしましても、告知放送あるいはケーブル事業について、株式会社吉備ケーブル

テレビとも連携を取りながら、できるだけ町民の皆様に負担とならないよう、現状に即し

たよりよいサービスの提供が行えるように努めてまいります。 

○議長（難波武志君） 

 ７番、河上真智子君。 

○７番（河上真智子君） 

 ありがとうございます。 

 それでは、自主防災組織づくりについて、もう一度重ねてお尋ねいたします。 

 先ほども触れましたが、自主防災組織は５年間で１団体から５団体へと、僅か４団体増

えたのみです。なぜかと考えてみました。 

 一番の問題は、少子・高齢化が進み、地域にリーダーとなる人材、適した年齢の人材が

いない、そしてまたは引受手がいないということではないでしょうか。運営には時間や手
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間がかかります。リーダーとなる世代の方が仕事との兼ね合いや地域でのいろいろな役職

を重複して担っているため、これ以上の負担は無理というケースも多いのではないでしょ

うか。 

 次に考えられるのは、何からどのように取り組んだらよいのかが分からないということ

だと思います。組織づくりに関してのいろいろな決まり事や手順、それの多さにためらわ

れている点はないでしょうか。そして、先ほども申しましたが、地域住民の中にそれぞれ

の危機意識の差があること、同じ方向を向いて組織づくりを行うということの障壁にはな

っていないでしょうか。これらを考えて解決していくのが町当局の積極的な介入だと思い

ます。地域の方々に丸投げするのではなく、１歩も２歩も３歩も踏み込んだ支援が本当に

必要なのが今だと思います。今後、着実な目標達成のために、どのように取組を進められ

ていくのか、今現在考えていらっしゃるプランで結構ですので、お教え願いたいと思いま

す。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 大木総務課長。 

○総務課長（大木一恵君） 

 今、おっしゃられた問題点、３点、非常に重要な問題でありまして、それぞれが絡み合

って、自主防災組織が立ち上がっていない原因であるかと思います。 

 まず、地域にリーダーがいないと、この点につきましては、なぜリーダーがいないの

か。かといって、全くできていないわけではない地域を、自主防災組織が立ち上がってい

る地域を見ますと、組織が大きいというところがございます。非常に活発になさっている

ところの様子を見ますと、その組織がかなりの人数を抱えていらっしゃって、この大きな

問題点を捉える構成ができるというようなところがあるかと思います。非常に優れている

といいましょうか、この自主防災組織を立ち上げて活発に活動なさっている点、それはお

っしゃられたとおり、リーダーが存在するというところが大きいかと思います。 

 それから、どのように取り組んだらいいのか分からないという点、もう一つの危機意識

の差につきましては、かなりの差がそれぞれに、地域にございます。お伺いをして、この

あたりのところはどうでしょうかというところをお話しする機会もございますけれども、

そのところは危機意識の差によって、実際にその地域がどこまで自主防災組織を立ち上げ

ていくのか、ここの取組に大きな差ができているということです。つまり、まずは地域で
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何が問題になっているのかというところが、洗い出しができていない限り、役場のほうで

自主防災組織をおつくりになったらどうでしょうかというようなことを御提案させていた

だきましても、恐らくすっと入ってはいかないだろうというふうに考えております。地域

のほうに丸投げをしているというふうに取られているかもしれませんが、まずは地域の中

でいかに課題が見つけられるか、それが問題かと思います。 

 それと同時に、役場のほうでも、こういったところでどうしたらいいんだろうかという

相談には必ず参加させていただきまして、お話に伺っておりますので、それはもう皆さん

に、機会あるごとにお願いしているんですけれども、ぜひお呼びいただきたいと。どんな

機会でも構いません。組織の中で集会があるときには、お呼びいただけましたら、そちら

のほうに御説明に伺いたいと思っております。また、その際には、町内で今、立ち上がっ

ている自主防災組織の活発な活動事例を申し上げたりしまして、どのように取り組んでい

くべきなのだろうかというところで、その地域に合ったやり方をお互いに考えていきたい

と思っております。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ７番、河上真智子君。 

○７番（河上真智子君） 

 今、総務課長さんのほうからお答えをいただきまして、地域の問題点の洗い出しがまず

先決であるというお話を伺いましたが、防災に関する会議に以前参加したときに、区長さ

んが、僕の地域では危ないところがないからって言うのを聞いた覚えがあります。でも、

よく考えると川は流れていて、この前の、３年前の大水のときは、あとちょっとで浸水す

るおうちが何軒もあって、でも区長さんのおうちは家が高いところにあるので全然感じて

いらっしゃらない。そういうのが聞こえてきて、あれ、おかしいなと思ったんです。 

 自治会長さんが、必ずしも自分の地域全てが、ここが危ない、ここが危ないっていうの

が認識されていないのではないかなと思って、その点で、地域の方がまず地域での危険箇

所の洗い出し、問題点の洗い出しをしてくださいと言われても、リーダーとなるべき自治

会長さんにその感覚がない場合は、その洗い出しに取りかかるのがまず無理というのは現

状ではないでしょうか。そこに関して、役場から何か積極的な介入ができればなとは思い

ます。 

 例えば、隣の高梁市なんですけど、モデル地区の指定をされているようで、その地域に
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は行政がもう積極的に介入をされて、僅か５年間で１８団体、世帯カバー率２２％まで引

き上げられたようです。高梁市も、市街地は別として、山の山間部も多くて、ここの町と

あまり変わらない急峻な傾斜の土地はたくさんあると思うんですが、その地域でそれがで

きているっていうことは、我が町でもできないはずがないです。その洗い出しをどうする

かという点から、まず取りかかってもいいのではないかなと、今、感じております。 

 次に、ユニバーサルトイレについてもう一度、質問ではないんですけど、お願いしたい

ことがございます。 

 ユニバーサルトイレ、確かに改修は、非常に大きなスペースとお金が要るのではないか

という思いはあって、なかなか改修には手がつけにくいのではないかと思います。確か

に、既存の設備を壊して、スペースを空けてそこに新しいトイレをつくって設備をするっ

ていうのは、大変難しい作業というのは、私が勤めていた施設でもやるときにはかなり大

がかりな工事になりまして、費用もたくさんかかりましたので、それは十分承知していま

す。でも、よく考えるとユニバーサルトイレの必要スペースって、大体２メートル掛け

２メートルなんです。ということは、畳２畳よりちょっと大きいぐらいなんです。なの

で、どうにかして、例えば物置をちょっと動かすとか、掃除用具入れをちょっと動かすか

すると、取って取れないことはない大きさです。既存の建物でも工夫次第では、可能では

ないかと思います。 

 設備に関してなんですけど、例えば紙パンツを利用されている御老人や小さなお子さ

ん、その方が汚れたおむつを避難所で交換しようと思っても、汚れた床の上に立ってその

まま衣服を脱ぐっていうことは、大人、普通の私たちでも嫌ですよね。ましてや、それを

御老人が一生懸命されるっていうのは、大変不潔でもありますし、よくないと思います。

そういうときには、フィッティングボード、パタンと倒れてその上に乗って着脱ができる

ような設備、それから乳幼児を連れたお母さんには、こちらの議会棟のトイレの中にもあ

りますが、ベビーチェアーとかおむつ交換台はないと、大勢の人がいるところでおむつを

替えるっていうのは抵抗があると思います。 

 それから、最近増えているんですが、直腸がんの方で手術後に人工肛門、ここのおなか

の横に人工的に穴を開けて肛門をつけて、ここに袋をつけて便をためるという方が、この

時代ですので大変増えていらっしゃるんですけど、そういった方は自分で便意を我慢はで

きません。自然に流れ出るのを待つしかない。袋がいっぱいになってしまったら捨てなけ

ればならない。重さで剥がれてしまうんです、両面テープでひっついているようなもので
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すから。そういう方のためには、オストメート対応トイレっていうのが必ず必要だと思い

ます。これはもう、よく高速道路のトイレとか大きな商業施設のトイレには、必ずオスト

メート対応って書いてあるとこがあります。そういうところで中身を捨てて、洗って、も

う一回巻いてっていう交換をされるんですが、そういうときにはそれ専用の流し台とか、

温水が出る設備も必要です。少ない方にこそ、温かい対応が必要だと思うんです。おむつ

を替えたい。それからパンツを履き替えたい。服も履き替えたい。中身を捨ててきれいに

してやりたいとか、そういう方に対して親切でなければ普通の人にも親切ではない。それ

が今のユニバーサルの考え方だと思います。 

 私たちでさえ、今は健康だと思っていても、何の関係でいつけがに見舞われたり、病気

に見舞われたりして、そういう温かい施設が必要になるかもしれません。そのことを考え

ると、福祉を掲げられる町としては、お金はかかりますし、手間もかかります。だけど、

何とかしてそういう設備面でのうまく改善ができないものかと思っております。いざ、避

難所に大勢の方が避難されてから、あ、困ったでは間に合わない。今のうちに必ず設備を

整えて、さあ、いつでもどうぞって手を広げて待っているからこそ、あ、災害が起きそう

だなっていうときに、安心して避難できる避難場所ではないでしょうか。そういう点をも

う一度考えていただきたいと思っております。 

 それから、加えて、ついでと言ってはなんですが、一般のトイレについても、できれば

比率の見直しを行っていただければ大変助かります。今、子供さんたちで、洋式トイレで

しか行けないっていう方は多いです。おうちが皆さん、大体が洋式トイレです。なので、

和式、洋式のトイレの比率の見直し、これは御老人に対しても、足腰に対して負担がかか

らず、血圧が上がらず、いい点がたくさんございますんで、和式でないと嫌だという方も

いらっしゃいますけど、そういうことも考えた上での比率の見直しとか、手すりの設置と

か、福祉の優先の町として、町民皆さんに温かい対応をお願いいたしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 これで河上真智子君の一般質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまより１０時５５分まで休憩します。 

            午前１０時４３分  休 憩 

            午前１０時５５分  再 開 

○議長（難波武志君） 
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 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 順次発言を許します。 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 それでは、発言の許可をいただきましたので、事前に通告しております通告書に沿って

質問をさせていただきます。 

 今回は５点の質問をいたします。１つは地域医療体制、２点目に災害弱者の支援につい

て、それから旧竹荘中学校の跡地活用について、スーパーシティー構想について、職員の

適切な対応について、これを一問一答で質問いたします。 

 まず、地域医療体制についてでございます。 

 医療法人雄風会が運営する加茂川診療所が１２月３１日に閉院することは、既に皆さん

御承知のとおりでございます。診療所存続に向けた様々な努力がなされたことを、町長を

はじめ、関係の執行部の方に、本当に苦労されているとは仄聞をしております。安心でき

る医療体制の構築は、もちろん平たんではございません。昨年９月には、吉備高原医療リ

ハビリセンターをはじめとする全国４２４の公立病院の統合ということも発表されました

し、１月には議員全員と町長で当時の厚労大臣に要望もいたしました。また、吉備リハに

ついては、その以前に内科医がいなくなったということで、不在になって大変な御苦労を

されたことは、皆さん御記憶にあろうかと思います。こうして事態が進んでいけば、町の

医療体制がますます弱体化するんではないかと、このように思います。 

 医療は、安心して住める町にとって最重要なセーフティーネットの一つでございます。

今回の質問は、現状もお尋ねいたしますけども、時々の本当に苦労する対応を超えて、

中・長期的な観点から抜本的な対策、そういうものを構想する必要があるのではないか

と、このように思っておりますが、ただここで事前に思いますのは、最近のこういう医療

関係を手助けするテクノロジーの進展ということと、後で質問をいたしますけども、スー

パーシティー構想の中にもこの分野が入っておりまして、そのようなことも頭の片隅に置

きながら質問をさせていただきたいと、このように思っております。 

 それでは、具体的な質問、最初にまず現状からでございますけども、町内の病院、医

院、診療所、それから診療科についてはホームページで公表されておりますけども、現

在、どのような病院や診療所があるのか、お知らせをいただきたいと思います。 
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○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 ５番、山崎議員の町内の病院、診療所につきましては、現在、町内の医療機関は２つの

病院、また６つの診療所、４つの歯科医院、３つの薬局でございます。そうした中で、

２０１９年１月に作成をいたしました在宅医療・介護連携事業所医療機関等マップに掲載

をされている医療機関、診療科は、内科、神経内科、整形外科、皮膚科、泌尿器科、リハ

ビリテーション科、眼科、小児科、歯科、小児歯科となっております。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 今、町内に現在ある病院、医院、診療所、歯科、それから薬局等々について、数を上げ

られて説明いただきました。この医院がずっとその診療を続けていけば、ある程度、この

町での医療というものも、最低限のことができるんではないかと思いますけども、冒頭申

し述べましたように、医院の都合、医師の都合で大変苦労したことがありますし、これか

らも、そのようなことも、このまま安心した医療が続いていくということではないという

ことが大いに懸念されます。 

 それでこの数年、この四、五年の、医師をどうして確保していくかということについて

の御苦労を踏まえて、これから先、そういうことは当然想定されるわけですから、

１０年、２０年先に、今、御説明いただいた診療所がどのように推移していくのか、ある

いは先ほど述べた今後のテクノロジーの進展等々も踏まえながら、どのように最重要のセ

ーフティーネットの一つである医療体制について、シミュレーションのようなことは、執

行部はしたことがあるのかどうか、その点をお伺いいたします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 シミュレーションの件ですが、それより先に町内の医療機関の皆様には、大変日頃から
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地域医療の推進に向けまして、多大なる貢献をしていただいております。この場をお借り

しまして、感謝を申し上げる次第でございます。 

 １０年後、２０年後のシミュレーションは、町としてはいたしておりません。２０年後

を考えてみますと、町内の個人医の方は高齢者の方もおられます。減少していくことは、

もう大きな心配事として私も捉えております。医療機関への継承支援や医師等の人材確保

等が、今後、さらなる課題だというふうには捉えております。 

 以上です。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 なかなか、ここでシミュレーションという話も出しましたけども、人口等々の動向も相

まって大変難しいことだろうと、それは推察いたします。ただ、こういうことは、してお

かなければ、先ほど申し述べましたように、その場その場の御苦労の対応をこれからも続

けていかなければならないし、町民にとっても大変、あの病院はどうなるんだろうかと

か、お医者さんは本当に大丈夫だろうかという心配は尽きない。そういう意味で、この後

に質問いたしますが、その前に医師確保について、吉備リハの以前のお医者さんの確保が

非常に難しかったときに、医師等確保特別対策補助金というのが、そういう交付要綱がつ

くられました。医師の場合は、５年間はここで勤務するということを条件に、年額

２００万円ということの補助金の支給ということが要項が決まりましたけども、実際、こ

の数年間というか、先ほどの加茂川診療所の件も含めた、この交付要綱というのは有効で

あったのかどうか、私たちはこれ期待して、こういうことがあれば医師も、簡単ではない

ですけども、僻地医療に貢献してくださるんではないかという期待をしたんですけども、

どうもこの交付要綱の効果が十分見えない。この点は、実際に最前線にお立ちになってい

た町長はどのようにお感じになっていたのか、この要綱の有効性についてお答えをいただ

きたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 先ほど言われました、議員のこの補助要綱でございますが、町内の医療機関における内
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科医であったり、看護師の不足を解消するためにつくったものでございます。 

 これが有効であったかどうかというような御質問ですが、私は有効であったと思いま

す。実績は、お一人のお医者さんに２年間交付をさせていただきました。その後は交付申

請はございません。しかしながら、その関係の医院によりますと、大変、その先生を呼ぶ

ために、これは有益であったというような言葉もいただきました。これは、その時々に利

用頻度は変わりましょうが、私は有益だと考えております。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 これが少しでも、この交付要綱が役に立っているということでしたけども、ある医師は

これを辞退された。こちらから要望しても辞退されたという方も、事情は分かりませんけ

どもおられましたので、これについても、この金額等々で有効であるならば、ぜひともこ

の交付要綱は続けていただきたいと思います。 

 ただ、医師確保の点では、これは要綱が有効であったにもかかわらず、なかなか御苦労

があったので、この点について、医師確保をぜひ引き続き、様々な手だてを講じて努力し

ていただきたいと思いますが、それに関連してこの医師確保、今回特に加茂川診療所につ

いても、約半年にわたってでしょうか、様々な、県とか動いておりますけども、こういう

地域、いわゆる過疎地には、厚労省、政府のほうから、僻地医療の体制が組まれておりま

して、実施要項とか、それが県に下りて、県でも様々な機関が協力してするようになって

おりますけども、実際に私たちの町がこの四、五年の医療の逼迫した状況を見ますと、こ

の僻地医療の対策、様々な文書もこっちで少し調べておっても、全てが全て読み切れない

んですけども、これは本当に有効かどうか、例えば大学で医師を養成するときに、僻地医

療をどうするかとか、自治医大はこの僻地要項の中に入ってそこでは養成しておりますけ

ども、なかなか実際に医師になられた方がそういう過疎地には来られないということで、

この僻地医療の実施要綱の全体を私が全て理解しているわけではございませんけど、現在

の僻地医療実施要綱とそれに関する県の支援機構、運営主体が某病院といいますか、主要

な病院で、中心に県と連携してやっておりますけども、この僻地医療全体の有効性、過疎

地に対する有効性というのは、本当にあるんでしょうか。どうも見えないところがあるん

ですが、その点はどのような御認識か、お尋ねいたします。 

○議長（難波武志君） 



- 27 - 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 僻地医療の観点から、いろいろ問題点もありますが、ただ、今現在では、吉備中央町も

僻地医療の関係で済生会からお世話になっております。そうした意味では、ありがたいこ

とではあります。そのように思っています。ただ、それだけでは足りません。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 足りませんということで、私もこの僻地医療実施要綱が、どこまで本当に全体をフォロ

ーしているのかということが、全て分かるわけではありませんけども、この間の、特に加

茂川診療所の件を例に挙げますと、先ほどの、もう名前も出ましたけども、岡山県の僻地

医療の拠点になっている済生会、あるいは県、担当課と連携しても、なかなか医師の確保

ができなかったということは聞いております。 

 そういう意味で、担当課、執行部、実際にそのような、この加茂川診療所の医師の確保

で御苦労された経験を踏まえて、国のほうに現地、現場主義で、ここはどういうふうに改

善していくべきかということを、例えば私なんか単純に素人で思いますけども、大学の医

学部、それぞれ医学部というのは、国の全体の政策から各県にずっと国立大学の医学部を

置くようなことになっておりますけども、そういうふうなそれぞれの地方にある、ここで

岡山県でいえば岡山大学という歴史がある医学部がありますけども、そういうところで僻

地医療をするということについての体制を学校側が組むような、そういうことを国のほう

で、この僻地医療の中で、自治医大だけではなくて、そういうふうな提言も私はすべきで

はないかと、このように思いますけども、ずっと最前線で医師確保に御苦労されている町

長は、この点についてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 議員言われたとおりで、医師というのはそれぞれに置かれている大学の医学部が大きく

関係しております。そうした中で、大きく変わったのが小泉政権のときに、今まで医学生
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は各医学部の医局に、専門的に配属をされていた。その専門的が問題があるからというこ

とで、ちょうどスーパーローテーション研修制度というのが義務化されたんです。２年間

は大学じゃなくて自由でいいですよと。その代わり、総合的にいろんな科を渡り歩いて、

総合の履修をしてくださいという制度ができました。そのために、都市部の設備が整って

患者数が多い公的な医療機関に全員が流れるようになりました。今まで、医学部に７割の

医学生が残っておりました。それが一気に３割にとどまったと。岡大でいえば、今まで

７割の医学生が医局にいたものが３割に減ったということで、私も教授の先生のところへ

何回も要望に行きました。そうした中で、出したんだけど大学にいないんだという現状に

なりました。 

 そうした中で私が思うのは、一自治体が言うんじゃなくて、知事会であったり、市町村

会等々が国に対して、こういう偏った医師の流れをやめて、いいかどうか分からないです

けど、それぞれの基本的な医学部を持っている地方に、平準的に医者がとどまるというよ

うな制度を新たにつくるべきではないかと、私は思っています。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 今、町長そういう、先ほどの小泉政権下のこともおっしゃっていただきましたけれど

も、そういうふうな視点を踏まえて、先ほどの同僚議員の質問ではありませんけども、自

分のところは高いところにあって下のほうは分からないというように、最近、国会の議員

も一票の格差とかいろんな問題がありまして、都市部の国会議員が非常に多くて、僻地

の、これは医療だけではありません、農業もそうですけども、分からなくなっている人が

多い。そういう意味で、ぜひとも地方の声、僻地の声、ひとしく日本の国民は、そういう

医療も、教育も受ける、私は権利があると思っておりますので、そういう点について、先

ほど言いました、僻地医療の要項についても、様々な機会を通じて、町長のほうから提言

を政府に対して行っていただきたいと思います。 

 それに関連して、これは答弁は結構ですけども、私もこのことで少しアプローチを試み

ました。先ほどのような、歴史的なといいましょうか、制度が変わって、なかなか大学の

医学部の卒業生がいないってことがありますけども、中で若手の医師にお会いしたら、実

はそういうことを、僻地医療をどうするんかということを考えている医師がいるというこ

とが分かりました。それは一人ではなくて、そういうふうなグループがあるということも
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分かりました。医師というのは、僕らもずっと知っていますと、臨床というか、たくさん

手術をしたり、あるいは最新の知見に触れるということで、どうしても若手の医師はスキ

ルアップを目指してそういう病院に行くというふうなイメージだったんですけども、実は

そうではないグループが、先ほどの制度の問題、御説明があった以外に、何とか僻地医療

をしたいというのが、一人ではなくて、そういうふうな有志のグループがあるそうなんで

す。そういう意味では、そういう人がローテーションを組みながら僻地に、例えば

３０歳、医師になったらずっとそこにおりなさいというんではなくて、５年ぐらいでやる

とか、いろんなやり方はあると思いますけども、そういうローテーションもできるよう

な、そういうことも考えている若手の医師もいるということを知っていただいて、国に対

して抜本的な僻地医療の実効性あるものをつくっていただくように、ぜひとも御提言をし

ていただきたいと、このように思います。 

 それでは、２点目の災害弱者の支援についてでございます。 

 先ほどの同僚議員の質問にもありましたけども、自力で避難や移動が困難な高齢者や障

害者に対して、地域で、全部取り組めているわけではありませんけど、防災マップあるい

は防災福祉マップが取り組まれております。 

 今回質問いたしますのは、この防災マップで、現在の災害対策基本法に定められている

要支援者の避難者に対する行動支援名簿、こういうものについてさらに踏み込んで、ただ

名簿の整理だけではなくて、それをお困りの人の要支援者に対する一人一人の避難ルート

や避難場所、手助けする、共助というふうにいうようなものですけども、その支援者の名

前などもさらに具体的にしなさいということが、マスコミ報道によりますと、来年度、災

害対策基本法がそのような方向で改正されると、関係部局に聞きますと、そういうふうな

情報もできつつあるということも聞いておりますので、この法改正ということが執行部の

ほうには何か、届いているのかどうか分かりませんけども、この災害対策基本法がそのよ

うな、避難行動要支援者の名簿が名簿だけではなくて、さらに先ほど言ったような、より

詳細な実効性のあるものに法的な義務づけがされるといった場合、どのような対応が求め

られるのかということについて、既に検討されているのかどうか、お答えをいただきたい

と思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 
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○福祉課長（奥野充之君） 

 ５番、山崎誠議員の質問にお答えします。 

 法改正による対応についての御質問でございますが、現行の災害対策基本法におきまし

て、避難行動要支援者名簿の作成については、各自治体に義務づけをされておりますが、

一人一人の要支援者に対する避難の方法などを事前に決めておく個別計画の作成について

は、内閣府の指針により作成をすることが適切であるという扱いとなっております。今

後、報道のとおり災害対策基本法が改正されますと、自治体は個別計画についても作成に

努力義務を負うことになります。したがいまして、当町におきましても、名簿に記載され

た方全員に対し、個別計画を作成する対応が求められることになります。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 そのような計画が求められるということで、もう既に御認識をされているということで

ございますけども、現在の支援者名簿、現行法律下における支援者名簿ですけども、それ

には６情報プラス１、いわゆる氏名、生年月日、性別等々がございますけども、それをも

う既に整備されていると思いますが、その中で要支援者は何人いるのか、それから先ほど

の同僚議員の質問で答弁、質問の中には、移動手段がなく自力で困難な人は相当数あると

思われるが把握はできているのかということの、前同僚議員の質問について、どうもお答

えがあったように思えないんですけども、これも含めて要支援者というのは名簿作成者、

何人いるのか。その中で全く自力で移動できない人、避難できない人は何人ぐらいいるの

か。また、そういうふうな移動できない人に準ずるような人は何人ぐらいいるのか。それ

から、名簿が有効に機能するための個別計画というのは、先ほどの説明ではそういうこと

が予想される、義務づけ、努力義務が課せられるということでしたけども、現在、何％そ

ういうことは進んでいるのか。それから、一時、この名簿をつくるときにも、個人情報保

護法というのが随分問題になりまして、この個人情報の保護法に基づく保護条例が名簿作

成に関して支障を、最初のときはそういう議論になりました、民生委員の方が本当に行っ

ても困ると。現在、そのようなことは、名簿作成の支障というのは解消されているのかど

うか、そのあたりについてお答えをいただきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 
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 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 まず、要支援者名簿の整備状況でございますが、要支援者名簿に記載されている人数

は、令和２年５月末現在で８８１名となっています。 

 次に、その中で自力で避難、移動ができない方は２５８名でございますが、そのうち、

自力では避難できなくても家族等の支援で避難できる方が２１４名いらっしゃいますの

で、自力での避難、移動ができず、かつ家族等の支援もいない方は４４名でございます。 

 次に、全く自力で避難できない人に準ずる人、またそのおそれのある人といたしまして

は、調査時点では、避難時の介助を要しない方の中で重度の障害者、または難病患者の方

などをピックアップし、なおかつ避難時、家族等の支援者がいない方を対象としたとこ

ろ、３１名となりました。 

 次に、個別計画の進捗状況でございますが、避難時の経路まで含めた個別計画となりま

すと、ほとんど進んでいないのが実情ですが、避難時の支援者や避難場所が決まっている

方を計画済みとしてカウントしますと、８８１名中５４３名が計画済みとなり、その割合

は６２％となります。 

 次に、個人情報利用の制約についてでございますが、避難行動要支援者名簿に登録する

際には、併せて警察、消防、自主防災組織等に情報を提供することについて、本人もしく

は家族に同意を得ることとしています。したがいまして、議員のおっしゃるとおり、同意

をいただけないこともありまして、名簿への記載はできても情報提供に支障を来す場合が

あります。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 今のお答えで少し、また新たに質問しないといけませんが、この名簿を作成しただけで

今度、来年、法改正されると避難行動まで個別計画が求められますが、災害は待ってくれ

ません。この名簿を作成した段階、名簿を作成しているようですけども、実際に動けない

人が４４人いる。このような人に対しては、どのような対応をしようと今まで考えていた

のかというのをもう一つお尋ねしますのと、個人情報でなかなか御本人が出してくれない

ということに対しては、実際、もう対応できないのかどうか、そのあたりの対応は、実
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際、ここに名簿のフォーマットがございますけども、もうそれは空白でそのまま空けてお

くのか、そのあたりの扱いはどうなっているんでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 まず、４４名の方に対する町の支援ということでございますが、大雨洪水警報などによ

りまして、町内に避難準備・高齢者等避難開始が発令されましたら、各地区の民生委員さ

んが主体となり、要支援者名簿に登録されている方に対して伝達を行うとともに、安否確

認をしていただくこととしています。そういったことでの対応となります。 

 そして、あと同意が得られないために公表ができない方についてでございますけども、

こちらについては、町のほうでもちろんそういった方がいらっしゃるということは記録し

ておりますし、福祉課内の職員なりが対応するということもありますし、そういった方で

対応が難しかったとすれば、例えばそういう災害対策本部とかに上げて、具体的に対応策

を検討していただくということになろうかと思います。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 全然自力で動けない４４名の方の、何らかの対応は考えているということのような答弁

ですけども、実際に私はこの人数を見て、予想より多いなと思ったんですけども、先ほど

も言いましたように、災害は待ってくれませんので、個別計画ができるいかんにかかわら

ず、十分な対策を取っていただきたいと思います。 

 それから、この名簿を来年度から、もし法改正すれば、つくるというようになれば、現

在ある名簿に新たな今の個別ルート、避難ルートとかということも加わると思うんです

が、それとはどのような、現在、自主防災組織でやっているような名簿も含めて、その名

簿との整合、記入のいろんな、何々記入するのかというような要項、要件について、この

名簿の整合性というか、それは二度手間にならないほうがもちろん手間もかからないし、

つくる人は大変ですから、そのあたりのことはどのようにお考えなんでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 



- 33 - 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 防災・福祉マップとの整合についてでございますが、自主防災組織や地区社協等で取組

がなされております防災・福祉マップや見守りマップなどの作成作業の際は、福祉課から

も職員が出向き、資料の提供をお願いするなどして、整合が取れるよう連携を図っており

ます。また、避難行動要支援者名簿の更新につきましては、毎年、民生委員さんにお願い

をしているところですが、その際、地域で避難計画等が作成されていれば、自治会などか

ら聞き取りをしていただくよう、依頼をしております。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 これ、お役所答弁に終始せずに、命に関わる問題でございますので、緊張感を持って、

この名簿作成というふうな事務作業だけではなくて、実際に機能するように、この名簿を

活用しながら対策を取っていただきたいというふうに思います。 

 続いて、スーパーシティー構想についてお尋ねをいたします。 

 このスーパーシティー構想については、１２月７日、推進協議会が設立をされました。

初めてこの会議へ出まして、少しというか、大変びっくりしました。日本を代表する、世

界的に著名な隈研吾の事務所であるとか、県内外の大手企業、ＩＴのベンチャー企業、そ

うそうたる構成で、期待も大きいわけでございますけども、最初の同僚議員の質問のとき

にはディープなところから入って、このスーパーシティー構想が何であるかということに

ついて、町民からも度々問合せがあって、私の知る範囲で説明もいたしましたけども、こ

のスーパーシティー構想、この前の１２月７日の説明、プレゼンでは、５つの分野という

ことで説明も、たくさん説明の資料をいただきました。これを町民に分かりやすく、スー

パーシティー構想というのはどういう構想なのか、まずお知らせをいただきたいと思いま

す。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 山崎議員の御質問にお答えさせていただきます。 



- 34 - 

 まず、町では、吉備高原都市市内をエリアといたしましたスーパーシティー構想を計画

しているところであります。スーパーシティー構想とは、ＡＩやＩｏＴ、ビッグデータと

いった先端的技術を活用し、様々なデータを分野横断的に収集、整理し、提供して、デー

タ連係基盤を軸に、地域住民に様々なサービスを提供し、社会の在り方を根本から変える

ような町に、住民が住みたいと思う、よりよい未来を包括的に先行実現するモデル地区を

つくるていうものであります。先端的技術を活用したまちづくりを行うものであります

が、あくまで主役は住民であり、住民が参画して、住民の目線によって、住民の参加モデ

ルによって、２０３０年度頃に実現される未来社会を先行的に実現していくことを目指し

ているものであり、先進技術の活用によりまして社会課題を解決していくものでありま

す。 

 先般、１２月７日には、全員の議員の皆さんにも参加をいただきまして、産官学金等の

参画によりまして、吉備高原都市スーパーシティー推進協議会のほうを立ち上げました。

この構想を推進していくため、町職員による吉備高原都市スーパーシティー構想プロジェ

クトチームを設置し、教育、医療などの５分野における先端的サービスを取り組むに向け

まして、各分科会において事業企画支援プレーヤーとともに、国への公募申請に向けて現

在作業を行っているものであります。 

 具体的に取り組む５分野につきましては、現在、計画の策定中であり、推進協議会ある

いは分科会、地元説明会を行っていこうと思っております。それぞれ経過等につきまして

は、町の公式ホームページのほうで、随時、情報のほうを発信してまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 大変失礼しました。通告書に沿ってということだったんですけども、私の質問要項の頭

の中では、先ほどの災害弱者の問題、それから医療構想の問題で、スーパーシティー構想

まで自分の頭が先に、すみません、このまま順番、竹荘中の跡地のことは後回しになりま

すけども、大変失礼いたします。よろしく議長のほうでも御理解をいただきたいと思いま

す。 

 スーパーシティー構想なんですけども、先ほどの企画課長の説明でも、告知放送で聞い

ている方が分かったような、分からんような、大変なことなんですけども、いずれにして
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も、これが同僚議員の質問にもありましたように、今、２月頃にかけて５分野、これか

ら、今、進んでいるテクノロジー、ＩＴを駆使しながら、自動運転であるとか、ドローン

の配送であるとか、教育、対面教育が前提でありますけども、オンラインの教育、あるい

は医療についても、実際に僕の知り合いのお医者さんともお話ししますと、まずオンライ

ン診療というのはありますけども、最初に対面をやらないとなかなか十分なことができな

いんだということ、そういうふうな、どちらが優先かということもありますけども、いず

れにしても様々な、そういうテクノロジーを活用しながらこれからできると思いますの

で、先ほどの説明では分からないと思いますが、また順次、これは区域に限る、吉備高原

都市に限った今回の計画でありますけども、これが採択されてうまくいきますと、町民生

活も一変する可能性があります。十分な説明をお願いしたいということが１つと、町長に

御認識をお伺いしたいんですが、これも、同僚議員も言っていましたけども、私もずっと

７日に、非常に有益なプレゼンを聞いて、どのように、我々のアナログ人間では分からな

いように変わってくるんではないかということも思ったんですが、心配すること、留意点

というか、注意点が私は３つありますので、町長の御認識をお伺いしたいと思います。 

 行政が主導して、この間、計画はそれぞれの専門でつくりますけども、これが区域に住

む住民がひとしくこの利便性を利用できるものでなければならないと思います。この点に

ついては、そういうことをちゃんと考えているのかどうか。当然、そういうふうにお考え

と思いますけども、そのことを１つ。 

 それから、これはプレゼンの資料にもありましたように、様々に使った、あるいは利用

した、利便的なものを利用したものがデータとして統合管理されます。いわゆるビッグデ

ータとか言われるものです。これの個人情報等について保護されなければなりません。プ

ライバシーの保護、プライバシーを侵害するものであってはなりませんけども、この点に

ついてのセキュリティー等々については、あれだけのそうそうたる企業が集まっているの

で万全と思いますが、行政側としてこの点についてどのように強い思いをお持ちなのか、

お尋ねします。 

 ３つ目が、個人情報が住民監視といいましょうか、これが今はこのデータは善意の人に

よって管理されることになっていますけども、これが悪意の人によって管理されたときに

は、行動監視、プライバシーの侵害につながります。この点について、自由というのは人

間が生きる普遍的、根源的な権利であります。そのことについての対策について町長はど

のようにお考えなのか、お尋ねをいたします。 
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○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 スーパーシティーに関する御質問ですが、当面、最初は行政主導のような格好にならざ

るを得ませんが、しかしこの事業そのものは、区域の住民サービス、住民が持っている課

題を解消するためにやるものでございます。そこはしっかりとそのことを大きな柱とし

て、見据えてやろうと思います。 

 それから、まず第１、住民のそれぞれの理解と御支援と同意がなければこのことはでき

ません。この辺もしっかりと皆で共有をしていきたいと思います。 

 データ管理、これは大変難しいです。しかし、全てこれからはデータ管理の中でサービ

スが受けられるというような流れになってきます。もう既に、我々は知らないうちにデー

タをあるところに出して、それで全てサービスを受けています。それが気づくか、気づか

ないかは別にして、もう既にそうなっています。しかし、セキュリティーがしっかりして

もらわないと大変なことになります。その辺は言われたとおり、その専門家も仲間に入れ

て、しっかりしたセキュリティーの下にやるべきだと私は思っています。 

 もう一点、個人データ。いろいろ、様々なところに防犯カメラがあります。吉備中央町

でも、防犯カメラを増やしています。これが、その管理する主体が誰によってそれが行動

監視になるか、住民のサービスの向上になるか、分かれるところです。幸いなことに、日

本は民主国家でございます、当然。いろんなデータを管理するようになりますが、それは

善意、民が民を自分でサービス向上のためにするという観点です。ですから、少なくとも

何かを監視しようとか、それからそれを悪意で何かのお金にしようとかという方に流れて

はいけませんので、それは同じようにセキュリティー管理の問題です。それと、その事業

をする主体、それはあくまでも行政でございますので、その辺は、私は町民の方に安心し

てもらうように、オープンにいろんなことを情報提供しながら進めていこうと思っていま

す。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 データの管理については、これは民主的にされなければなりませんので、万全のそうい
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うふうな体制を取って、いやしくも個人のプライバシーの侵害とか行動制約にならないよ

うに、お互いに気をつけていきたいと思います。 

 それから、ちょっと前後しまして申し訳ないですけど、旧竹荘中学校の跡地ですけど

も、これは６月にも８月にも質問しましたけども、そのときには売買交渉のテーブルに着

いていないということでございましたが、その後、選挙もあり、様々なことがございまし

たが、現在はどうなっているのか、交渉のテーブルに着いているのかどうか、お尋ねをい

たします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 御質問の、現在の旧竹荘中学校跡地の交渉の現状についての御質問でございますが、

８月の議会定例会のときに答えさせていただきましたように、その後、幸福産業株式会社

とは、特段、交渉について何も行ってはおりません。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 改めて申し上げますが、これは、賃貸はオーケーですが、私は売買、売ることは反対で

ございますので、再三でございますが、改めて表明をしておきます。 

 それから、通告書には、２番目の質問です。ハウスを外見する限りというふうに書いて

いますが、実は１２月１０日に中を見学しました。予想以上に生育が遅いようなんです

が、全体計画あるいは本当の収穫期というのは、その後、幸福産業等々から説明があった

んでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 現在、ハウスの中では、約１，０００本のバナナの木が、生育状況につきましては、

少々ばらつきのほうはありますが、おおむねそろって成長しているようには見受けられま

す。ただ、当初聞いておりました成長速度につきましては、少し遅れぎみのように感じま
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した。とはいいながら、先日、私のほうもハウスの中を見させてもらいました。そのとき

の担当者のお話も聞いたんですけど、現在、十数本の木で花が咲いておりまして、実のほ

うを形成しておりました。順調に生育すれば、来年２月あたりから収穫ができそうなとの

ことでありました。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 生育状態は予想以上に遅いと思います。実がついているのが、二、三％ぐらいと見受け

られました。 

 それから、先ほど答弁いただかなかった、農業大学校とか、全体計画はどのように進む

のか、それからバナナのほうは予想以上に生育が遅れていると思いますが、その点の認識

はいかがでしょうか。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 すみません。農福連携の学校の全体事業のほうでございますが、具体的な進捗のほう

は、聞いてはおりません。バナナにつきましても、今後、収穫ができてくるというふうに

は、認識はしております。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 最後の質問、職員の適切な対応についてでございますけども、同僚議員の質問にもあり

ましたけども、人によって対応が違うのではないかということを、あれからも時々耳にし

ます。前回の質問のときも、研修をちゃんとやっているということでしたけども、緩みは

ないのか、その点に関して町長はどういう御認識なのか、職員の対応についてお伺いをし

たいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 大木総務課長。 
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○総務課長（大木一恵君） 

 職員教育の徹底についてお答えします。 

 職員教育の方法として、まず研修がございます。先ほどおっしゃられたとおりでござい

ます。入庁後、１年目、３年目、７年目、１０年目の該当職員を対象とした研修及び主幹

級以上の職員を対象とした階級別研修を受講している状況です。その中で、窓口や電話で

の応対をはじめ、公務員としての基本を学んでいます。また、職場内の教育も重要で、上

司から部下に対して、スキルやノウハウの指導を行っているところです。 

 職員への教育体制のさらなる強化に向けては、各課の班長の指導監督により、各職員は

チームとして職務を遂行し、各所属長は班長を指揮し、全職員が町民目線に立った行政の

プロとして仕事ができるように、職員教育に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 総務課長、答弁のように、人によって対応が違うということが、いやしくもそういうこ

とがないように、ぜひともお願いしたいのと、最後に町長が就任時から設けております目

安箱設置についてはどのようなものがあるのか、今の職員対応について、そういうものも

あるのか、ないのか、お答えをいただきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 もう、目安箱をやり出しまして８年近くなりました。これ、目安箱だけじゃなくて、ほ

かの要望とか苦情とか、いろんなことが直接来たりもします。それ、一つ一つが本当に大

事な町民の声なんで、一つ一つに、丁寧にやってきたつもりでございます。 

 特に、この目安箱につきましては、平成２５年１月からさせていただきました。町内

１５か所に置いております。これだけで、現在までに４２６件ほどございました。いろん

な、様々な御意見がございました。これ、その方の、家庭のこととかというのもいっぱい

ありましたので、なかなか詳細には言うことはできませんが、いろいろ各種補助金の制度

のこと、町道とか農道、林道、ここがこうなんだというようなこと、それから多かったの

は子育て環境、一番当初は、近所に子供がいないから何か遊ぶところをしてくれとかとい
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うような御意見もございました。それから、途中からは、医療の関係が多くありました。

なかなか、医師がいなくなって困るんだというような意見もございました。様々な意見を

いただきました。 

 そうした中で、住所と名前がある分につきましては、私は自分の言葉で書いて、全て返

信をしております。ただ、あまりにも固まって多いときがあるんで、時間がかかって大

変、中にはお叱りの言葉もありました。いつになったら返信の言葉をくれるんならという

ようなお叱りの声もありました。なるべく早く書くようにしておりますが、どうしても仕

事の都合、いろいろで日にちがたつこともありました。また、その回答の中には、担当部

署と相談をして、きっちりと詰めて回答を出さなければならないような案件もございまし

た。 

 いずれにいたしましても、このような多くの御意見があって、私はなかなか今、大変だ

なと思って、どうしようかなという思いはあります、今後。でも、貴重な意見でございま

すので、できる限りこの目安箱については、引き続き、続けていこうという思いでござい

ます。 

○議長（難波武志君） 

 ５番、山崎誠君。 

○５番（山崎 誠君） 

 いずれにいたしましても、新しい時代の変化に対応し、チャレンジする夢のあるまちづ

くり、町民が一人一人が大切にされる主人公であるようなまちづくりに、お互いに努力し

てまいりたいと思いますので、今後ともお互いに努力して、よろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（難波武志君） 

 これで山崎誠君の一般質問を終わります。 

 一般質問の途中ですが、ただいまから午後１時まで休憩します。 

            午前１１時５２分  休 憩 

            午後 １時００分  再 開 

○議長（難波武志君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 順次発言を許します。 
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 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 ８番、黒田です。２年ぶりの一般質問でありまして、大変緊張しておりますので、さら

に本定例会の最終ということでありますけども、執行部の皆さん方、大変お疲れとは思い

ますけれども、ぜひ前向きな答弁を期待しておりますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 では、議長の許可を得ましたので、通告書の順番に従いまして、今回は大きく分けまし

て４項目の質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、大きい項目としまして、加茂川診療所についてお尋ねしたいと思います。 

 この加茂川診療所と薬局についてのお尋ねをする予定ではありましたけれども、この質

問の通告書の提出日以降に、告知放送によりまして、診療所は塚本医院さん、薬局につい

てはアイン薬局さんが引き継いでくださるとの、この旨の放送がありましたので、私、町

民の一人として非常に安堵しているところであります。現在まで地域医療、非常に貢献を

していただきました加茂川診療所さんには感謝をすると同時に、その後を引き継いでくだ

さる塚本医院さん、アイン薬局さんには、町民皆さんの医療のよりどころとしてしっかり

と頑張っていただけますよう、お願いするところであります。 

 この件につきましては、約半年という本当に短い間に、執行部の皆さん方も大変御苦労

されたかとも思いますけれども、何か、以後の情報等があるようであればお聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 山本町長。 

○町長（山本雅則君） 

 ８番、黒田議員の加茂川診療所に関しての御質問でございますが、この加茂川診療所の

閉院につきましては、地域の方々、本当に御心配をおかけいたしたところでございます。

加茂川診療所の後につきましては、円城の塚本内科医院の御協力を得まして、医療法人塚

本内科医院津賀クリニックとして引き続き診療ができることを、私も大変うれしく思って

いるところでございます。ただ、施設の改修とか事務手続等々がございますので、予定で

は２月中旬の開院になろうかと思っております。また、薬局につきましては、アイン薬局

があの場所で引き続き営業をしていただくようになりました。これも時期が２月上旬に開
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業できるという手配になっております。 

 いずれにいたしましても、地域の診療体制がなくなるということがなくなりましたの

で、本当にうれしく思っております。どうか、地域の皆さんにおかれましては、かかりつ

けの医院、かかりつけ薬局として、引き続き、安心して御利用をしていただければと思い

ます。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 医療機関は地域の中の要になる場所でありますので、行政としてもしっかりバックアッ

プをお願いしたいと思います。 

 では、続きまして大きい項目の２番目の質問に移りたいと思います。 

 今回、ここでは成年後見制度の利用促進に向けた取組みについてお尋ねしたいと思いま

す。 

 ちなみに、成年後見制度、これを若干説明をさせていただきますと、認知症などにより

判断能力が低下してしまった皆さん方に対して、その人をサポートする人を家庭裁判所等

から選任してもらい、本人の権利や財産、さらに健康や生命の保護を図るもので、平成

１２年、介護保険制度とともにスタートしましたけれども、その普及は非常に鈍く、重要

な手段にあるにもかかわらず、いまだ十分には利用されていないというような状況であり

ました。 

 そこで、国としましては、行政だけではなく、専門家や地域住民を含めた関係者が参画

し、表面化しにくいこの権利擁護支援の必要性を適切に捉え、支えていくために、ここで

地域擁護支援の地域連携ネットワークの構築、これを求めると同時に、後見人制度の積極

的な利用を図るために、平成２８年に成年後見制度の利用促進に関する法律、これを施行

しました。さらに、平成２９年には、この成年後見制度の利用促進基本計画が閣議決定さ

れまして、それぞれの自治体においても、市町村計画を定める努力義務が課せられたとこ

ろであります。 

 そこで、まずこの成年後見制度の利用促進法制定、これに伴いまして、吉備中央町とし

てはどのような方向性で取り組んできたのか、また併せて現在の取組状況、これはどのよ

うになっているのか、ここをお尋ねしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 
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 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 ８番、黒田員米議員の質問にお答えします。 

 成年後見制度利用促進法制定に伴う町の取組状況についてでございますが、先ほど議員

の説明にもありましたように、平成２８年５月に成年後見制度の利用の促進に関する法律

が施行されたことに伴い、平成２９年３月に成年後見制度利用促進基本法が閣議決定され

ました。この計画は、令和３年度までに国、県、市町村が一体的に、成年後見制度の利用

促進を目的とした仕組みや体制を整えることが記載されています。 

 吉備中央町では、この法律の制定前から成年後見制度利用支援事業として、自身の判断

力が低下し、適切な契約や金銭管理に困っている高齢者、障害者への成年後見制度利用の

支援を行ってきたところです。この法律の制定に伴い、町においても成年後見制度利用促

進のための中核機関の設置準備を進めることとし、必要な専門知識や支援技術を学ぶた

め、今年度、成年後見制度利用促進体制整備研修へ福祉課職員２名と社会福祉協議会職員

２名が参加しております。また、権利擁護支援を進めていく上で、福祉課内各分野連携は

もとより、町内の専門職や事業所との連携が大変重要となってきます。今年度は、目標と

して地域連携ネットワークの整備を掲げ、福祉課、社会福祉協議会、事業所、弁護士など

の専門職とも意見交換をし、成年後見利用促進に向けての連携、普及啓発、中核機関の設

置など、成年後見制度利用促進のための準備を始めております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 今の答弁で、吉備中央町でもいよいよ動き始めているというのは、理解するところであ

ります。このことは、先ほど課長の話の中にも、吉備中央町としても既に権利擁護には、

かなりの数を取り組んではいるというような報告もありましたけれども、今回はそれを組

織化していくっていうのが大きなポイントかと思います。その組織化に当たりまして、近

隣自治体の中には、もう権利擁護センターとか、先ほど課長の話にも出てきましたけど

も、中核機関、これを既に立ち上げて、稼働している自治体もあるように思います。そう

いったところを先行事例としては参考、あるいは研究をされている状況であるかどうか、

お尋ねしたいと思います。 
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○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 今後のスケジュール等についてでございますが、今年度は中核機関設置の課題整理と並

行し、成年後見制度利用促進法に基づく成年後見制度利用促進基本計画を策定する予定と

しております。令和３年度におきましては、中核機関の設置準備及び中核機関を運営する

ための協議会の立ち上げ、運営に必要な要項などの制定を行い、令和３年度末までに中核

機関設置を完了し、令和４年度当初の運用開始を目指しております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 スケジュールとしては、令和４年度を目途として進んでいるというお話でありました。 

 ここでお尋ねさせてもらいたいのが、国のほうの指導とすれば、この利用促進計画の策

定に当たりましては、例えば地域住民もその策定のプロセスに初期の段階から入って、地

域の声も一緒に拾い上げていくべきと、共通認識の中でスタートする、あるいは共通認識

を形成しながら立案することが望ましいというふうに、国もどうも言っているようなんで

すけども、そのあたりは、吉備中央町としては、先ほどちらっと近隣自治体のお話もしま

したけれども、そういったところを見たり聞いたりした中で、地域住民の声を吸い上げる

ようなことの今後取組を、次の４年前の間にされる予定かどうかというのをお尋ねしたい

と思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 住民の意見をというお話でございますが、現在のところ、準備の段階でございますけど

も、弁護士さん、それから司法書士さん、社会福祉士、いわゆる三士会の方々と、それか

ら社会福祉協議会、町内の各福祉事業所なりの意見をお聞きして、進めていく予定として

おりまして、今現在では、町民の方の代表の御意見をお伺いするということは、今の段階

では想定しておりません。 
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○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 今、住民の皆さんの声は、一応は、聞かないというのは失礼ですけども、メンバーには

入っていないと。このことはこの後、中核機関のほうでもう一度聞かせていただきたいと

思いますので、お願いします。 

 じゃ、次に、現時点において成年後見制度、これの利用者の人数、これをどの程度とし

て予測されているのか、このあたりをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 成年後見制度利用者数の予測についてでございますが、まず近年の利用件数について申

し上げますと、令和元年度の町長申立てが４件、令和２年度が１１月末現在で１件でござ

います。町長申立てで制度を利用している方は、令和２年度現在で１５件となっていま

す。内訳は、高齢者１１名、障害者４名でございます。さらに、資産がなく、町が後見人

への報酬助成を行っている件数は、令和元年度が９件、令和２年度も９件となっていま

す。 

 今後の予測でございますが、例えば超高齢化社会を迎えるに当たり、認知症患者が増加

している現状、家族の少数化により支援する親族がいない事例の増加などを取ってみて

も、ますます成年後見制度は必要性を増していくことが予想されておりますので、利用件

数も伸びていくものと予測しております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 現在が１５件ということで、行政のほうとしても、これは増えていくであろうという予

測かと思われます。 

 このことが、実は私自身もこの制度を利用したいとか、必要としなければいけないって

いう皆さん方、この皆さん方は、御自身は大体、申し訳ないんですけども、判断能力が不

十分な状態にあるため、自らの意思でこの成年後見制度の利用申立てっていうのは、多分
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できないと思うんです。これが実際に困難な状況の中で、困られている皆さん方をどうや

って拾い上げていくか、これがとっても重要になってくると思うんです。 

 私自身もこの一般質問をするに当たって、関係の事業所の皆さん方に状況を教えていた

だいたんですけれども、事業所の皆さん方が、この人がもう、この後見制度に移ったほう

がいいであろうという方を何となく指折り数えていただきますと、大体３０人から４０名

の、皆さん方の数に上がってきています。ただ、これは事業所間でひょっとしたら重複さ

れている方もいらっしゃるかと思うので、これが確実かどうか分かりませんけれども。 

 その中でも、私が一番気になったのが、その３０名から４０名の中でも、特に、早いう

ちにこの成年後見制度をやっていかなければいけない皆さん方っていうのが、１０人をち

ょっと超えるんじゃないかなというふうにお話を聞かせていただきました。このあたり、

非常に急いでいる皆さん方の実情っていうのは、行政としてはつかまれているのかどう

か、ここをお尋ねしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 町内の事業所等との会議、それから協議会等でそのようなお話が出ておりまして、ある

程度は認識をしております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 これの掘り起こしっていうのが、この後お尋ねする中核機関の大きな仕事の機能の一つ

かと思いますので、ぜひしっかりと見ていただきたいと思います。 

 次に、先ほど後見制度、早く利用することが必要な方がいらっしゃる中で、今の吉備中

央町における成年後見制度の利用促進基本計画、これの策定の進捗状況、これは今、現状

ではどうなっているのか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 
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 町における成年後見制度利用促進基本計画策定の状況についてでございますが、現在、

中間見直しを行っております吉備中央町地域福祉の計画の中に、成年後見制度利用促進基

本計画を盛り込み、本年度末までに、一体的に策定する予定でございます。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 順調にというのかどうか、微妙なんですけど、事は進んでいるというふうに理解をする

とこであります。こういう計画される中において、最終的に令和４年度というゴールを設

けられていますけども、令和４年度がスタートだから、ゆっくり、じっくりではなくて、

先ほど申し上げたように、本人はもとよりその御家族、あるいは入っておられる施設の関

係者の皆さん方、この後見制度を本当に必要としている皆さん方に関わる皆さんにとって

も、この地域連携ネットワークによる権利擁護、これ非常に待ち望んでおられますので、

ぜひ早急な利用実現ができるように務めていただきたいと思います。 

 次に、成年後見制度をきちんと実施するため、必要な地域連携ネットワーク、これを構

築する中で、司令塔となる中核機関、これはどのような形で吉備中央町は設置するのか、

お尋ねします。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 中核機関は、どのような形で設置するのかという御質問でございますが、令和３年度中

に設置の準備を完了し、直営の形で令和４年度当初の開始を目指しております。 

 中核機関は福祉課内に置き、相談窓口を一本化する一方で、実務的には社会福祉班、障

害福祉班、包括支援センターの連携、共同により運営していきたいと考えております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 今、中核機関については、吉備中央町の場合は直営で行うというような回答でありまし

たけれども、ちなみにその中核機関の具体的な機能、これは主に何をされるのか、お尋ね

したいと思います。 
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○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 中核機関の具体的な機能についてでございますが、中核機関は地域連携ネットワークの

中核となる機関であり、地域の権利擁護の機能が果たせるよう指導するものです。機能と

しては、大きく４つが上げられます。広報機能、相談機能、制度利用促進機能、こちらは

後見人受任者の調整や担い手の育成のことでございます。そして、後見人支援機能です。

当町におきましても、これらの機能を持たせ、成年後見制度の利用促進を図っていきたい

と考えております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 今、課長のほうから、主な機能とすれば４つあるというふうな御説明でありました。そ

の機能は、令和４年度までに向けて、スタートを切るまでに機能全てを並行して進めてい

くのか、機能がすぐ発揮できるように。それとも、その機能の中でも、これはまず優先的

にやっていかなければいけないんだと考えられているものがあるのかどうか、ここをお尋

ねしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 優先する機能ということでございますが、中核機関を立ち上げるに際しては、町民への

広報が重要と思っています。制度の内容や相談先を記載したチラシの作成ですとか、広報

紙への掲載、告知放送、民生委員会等福祉関係者への会議での周知等を想定しておりま

す。まずは、広報を優先したいというふうに考えております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 直営で行われるということなので、次に行きたいと思うんですけども、本当にこの後見
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制度を必要とする人のために、最大の効果を発揮しなければならないわけなんですけれど

も、先ほどの中核機関、課長のほうでは４つの機能をやっていかなければいけない。けれ

ども、その中の特に広報を取りあえずは急いでいくというお話でありましたけども、広報

だけならどうなんでしょう。この中核機関の機能として、全体的に、利用者の皆さん方に

いいのかどうかというのを、微妙なとこなんですけども、今の仮に４つをやるとすれば、

私は直営でやったときに、マンパワーが足らないんじゃないかと思って、次にはマンパワ

ーの対応で、できるかどうかっていうのを聞こうと思っていたんですけれども、今の仮に

広報のみというのをまず動かすんであれば、これはマンパワーとしては足りると考えます

か。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 中核機関が直営の場合でございますが、現在の行政職員のマンパワーで対応できるかと

いうことでございますが、中核機関の持つ多くの業務は、現在もそれぞれの職員が取り組

んでいるところであります。また、開設に向けて、専門職や町内事業所のアドバイスを受

けつつ、現職員で準備を進めております。令和４年度の設置時は、現段階のマンパワーで

対応し、制度の進行に伴う事務量の変化や利用者数などの動向により、今後の対応を考え

ていきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 今やっていることで、中核機関の機能を大体カバーできるというふうな理解でもいいん

ですか、そこが微妙なんですけど。 

 これは、課長からすれば、現状でも同じようなことをやっているのに、ちょっとプラス

のことが入ってきて、それがもう少し事業量がでかくなってくると、またそのときは考え

て、それは外部に移管するかどうか、それはそのときですけども、そういうふうな形を考

えられていると理解すればいいわけですよね。そのときに、私が心配するのは、先ほどの

広報の後、相談、私が一番これから必要なのは、必要とされる皆さん方の掘り起こし、こ

れが一番重要だと思っています。 
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 それともう一つは、この後お話が出ますけども、市民後見の育成と。で、その掘り起こ

し、これによって、先ほどお話がありましたが、１５件っていう数字がひょっとすると

３０件になる可能性も、これはもう多々あるわけです。多分、減ることはないと思いま

す。問題が大きい人っていうのが、ひょっとしたら出てくる可能性があるわけです。大き

な問題をもっと抱えた方を、今度は今のマンパワーでカバーしていこうというのは、自分

からすると、今の職員の皆さん方、大変いろんな努力をされる中で、その上にこの仕事が

かぶってくるというのは、物理的に難しいんじゃないかなという気はしています。でも、

皆さん方の能力は物すごいので、ひょっとしたら余裕でいかれるのかも分かりませんけれ

ども、結局、それをやることによって、マンパワーが分かれてしまって、最終的に利用者

の不利益につながらないかっていうのが、結局心配なわけなんです。ですから、そのあた

りをぜひしっかりと考慮しながら進めていただきたいと思います。 

 先ほど課長の話の中にも、最終的に大きな事業量になってきたときには、またそのとき

は考えると。先ほど冒頭に、よその地域を先行事例で見られましたかということを聞きま

したけども、よそでは大体、多くの場所、多くの自治体が直営から離れて、外注形式、外

注っていう言い方はおかしいんですが、委託で別に権利擁護センターを立ち上げて、そこ

が中核機関の機能も行いながら、権利擁護の実働もそこでやっていくというのがかなり多

いと思うんです、現実的には。この辺でしたら、多分、総社市さんであるとか、あと真庭

市さんもそうじゃないかと思いますし、それから鏡野町さんもそういう形態に今、移られ

ているようですけども。 

 そういう――これは将来予測です――増えてきたときに移行する場合、この場合に、本

当にそのときに移行がスムーズにできるかどうかというのが、今度は一個不安になってく

るわけです。それが４年先なのか、５年先なのか、分かりませんけれども、増えてくるの

が。ひょっとしたら３年の中で、掘り起こしをやった中で、スタートのときにはもう増え

ているかも分からないです。そのときに、すぐほんならよそのところに移行できることを

考えるとすれば、今のネットワークの中以外のとこへ出すというのは、多分、あまり想定

がないと思うんです。ネットワークの中の組織に、どっかへお願いすることが多分普通だ

と思うので、もしそうだとすれば、地域連携のネットワークをつくっている今から、今

度、直営でやられる中核機関、これにもネットワークとして参加をしてもらいながら、情

報共有をして、将来的に増えたときには、そちらにスムーズな状態で移行できるような状

態づくりをしとくべきだと私は考えるんですけど、そのあたりのお考えはいかがでしょう
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か。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 今し方、議員がおっしゃられたように、そういった直営ではなくしてどこかへ委託する

とか、そういったことも想定しながら、例えば協議会組織とかにそういったメンバーに入

っていただくなりして情報を共有しながら、委託にも備えて実施していきたいと考えてお

ります。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 これは将来予測、なかなか難しいんですけれども、ぜひスムーズな運営ができるよう

に、最終的には利用者に負担がかからないように、検討していただきたいと思います。 

 この項目の最後の質問として、市民後見人の育成についてお尋ねしたいと思います。 

 先ほどの話の全体的な話になってくるんですけども、今までのことを行政で全てをやっ

ていく、あるいはさっきの地域連携ネットワークの中で全てを片づけていくというのは、

これは、私自身は無理じゃないかなというふうに思っています。じゃ、それをカバーする

ためにはどうするかっていうと、ここで提起をさせていただきますけども、町民の皆さん

方の力を借りる市民後見人制度、これが必要ではないかなと思っています。地域に根差し

た市民後見人ができれば、利用される方と場合によっては顔なじみかも分かりませんし、

御家族が知っている方かも分かりませんから、安心感が違ってくる。そういう部分で、こ

の市民後見人制度の育成、これを行政としては考えられているのかどうか、ここをお尋ね

したいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 奥野福祉課長。 

○福祉課長（奥野充之君） 

 町民対象の市民後見人の育成についてでございますが、現在、弁護士や司法書士、社会

福祉士など、外部の専門職に後見業務を行っていただいております。今後、後見人を必要
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とする方が増加することにより専門職の不足や、より本人の生活や気持ちに寄り添った支

援が必要になってくることが予想されますので、市民後見人の育成は行っていく必要があ

ると考えています。まずは、中核機関の設置を行い、市民後見人の育成につきましても、

利用者数などの動向を見ながら、段階的に育成していきたいと考えております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 市民後見人はこれから育成するということで、ぜひお願いしたいと思います。 

 もう一つ、お願いというたら失礼なんですけど、やっていかなければいけないのが、さ

っき課長のほうで、中核機関の優先すべきものっていうのが、広報と相談ぐらいだと思う

んですけども、実は、これは多分国が示しているものに準じて言われているんじゃないん

かなと思うんです、国がそういうとこを急ぎなさいって言っているので。でも、これはあ

くまでも吉備中央には合わないんじゃないかと思います。 

 というのが、相談を受けたり、さっきのように掘り起こしをするのを急いでも、それを

つないでいく相手がいない吉備中央町、これは無理じゃないかと思います。これが岡山市

であるとか、倉敷市さんであれば、受けてくださる弁護士さんとか、司法書士さんとか、

リーガルサポートセンターとか、そういういろんなものがあるので、掘り起こしをしまし

た、じゃ、つなぎましょうっていう部分は多分できると思うんです。でも、吉備中央の場

合は、残念ながら弁護士さんもいらっしゃいません。それから、司法書士さんはお二人い

らっしゃいますけども、もうどちらも今は、後見人の業務はやめられていらっしゃいま

す。そういった中で、どうしてもやろうと思えば、さっき言ったように、岡山市さんと

か、総社市さんとか、高梁市さんとか、離れたところの司法書士さんとかにお願いするよ

うになるわけですよね。となれば、そこからの吉備中央への移動時間、利用者さんまでの

移動時間、あるいはこんだけ地域が広い中で移動する時間と、それから旧加茂川と旧賀陽

では金融機関も違ってきたりします。そういうふうな地理的な条件もある中で、遠いとこ

の、離れた後見人さんに吉備中央の皆さん方がお願いするっていうのは、難しいんじゃな

いかなっていうのが私自身の感想です。 

 ですから、それを含み置いたら、地元に根差した市民後見人を、先ほど課長が言われた

ように早く育成をして、ですから中核機関の４つの機能が、もう全て同時進行で動いてい

くようなことぐらいまで考えていかないと、先ほど課長が言われたように、令和４年度で
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スタートを切っても、結局、お願いをするのは、町外の後見人さんしかそのときはいない

という状態だと思うんです。だから、ぜひこれは急いでいただいて、４つの機能が同時進

行で回っていくようなことをお願いしたいと思います。 

 それでは、次に光ケーブルについてをお尋ねしたいと思います。 

 先ほども同僚議員の中に光ケーブルのお話ありましたけれども、来年度、令和３年度に

は、町内で全部敷設完了になると思いますけれども、この敷設完了によって、吉備中央町

にとって大きなメリット、これは、何が現状では予想されるのかをお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 ８番、黒田員米議員の御質問についてお答えいたします。 

 平成３０年度からの賀陽エリアで光ケーブル化が始まり、令和３年度末までには全町に

おいて利用が可能となります。光化が行われることによって、データ送受信が高速通信化

となり、吉備ケーブルテレビのインターネットサービスであるキビネットの１ギガプラン

を利用することができるようになります。今までは、最大１００メガプランしかなかった

ため、光化により従来の約１０倍の通信料の契約が可能となります。特に、新型コロナウ

イルスによりテレワーク化が進む中、高速通信は必須となり、都市部からの移住・定住に

も拍車がかかることを期待するところであります。また、テレビを視聴する場合には、

４Ｋ対応のテレビなら従来の４倍の約８００万画素と、リアルな映像を楽しむことができ

ます。あわせて、光化は軽量で強度に優れ、電磁波の影響を受けないし、伝送路上の増幅

器も要らないため、安定したサービスを提供することができるようになります。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 この光ケーブル化については、先ほど課長の話もありましたけども、現状の１０倍の容

量の情報量が入ってくると。これによって、多分ですけれども、かなりの大きな内容が、

吉備中央町のそれぞれの家庭でも送受信ができてくるんじゃないかなと思っています。ぜ

ひ、このあたりは中山間地域としても、都市部と同じような、同様の情報が瞬時に送受信
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できる、この利点をしっかりとＰＲしながら、定住促進あるいは企業誘致へつなげていっ

てほしいと思うところであります。 

 次に、すばらしい条件がそろってくる中で、先ほども同僚議員のお話もありましたけど

も、スーパーシティー構想、この中で行政としてはどういうふうな検討をしているのか、

これはスーパーシティーもですけども、行政としてこれをどういうふうに利活用していく

のか、このあたり教えていただきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 スーパーシティー構想におきましては、ＡＩ、ＩｏＴを効果的に活用するためには、未

来技術を活用する上でも欠かせないものであると思っております。あわせまして、町全域

での高速通信を提供できる環境となり、企業誘致やテレワーク環境の向上による移住・定

住の促進などに寄与することができます。町民におかれましても、情報入手の格差是正の

効果が期待できます。 

 また、教育現場では、全国的にＧＩＧＡスクール構想が進められ、児童・生徒１人１台

端末を用いて授業を行うこととなります。町においても、児童・生徒１人１台端末の配布

を行い、学校だけの利用でなく、休校時には家庭でのインターネット授業を行う場合、端

末を利用して自宅においても平等な学習を受けることができます。将来的には、この通信

技術を活用して、行政側と住民側との双方向における情報のやり取り、例えば災害発生時

における被害状況写真の送受信による情報共有、判こレス社会における電子申請など、ス

ピード感ある多様なサービスの仕組みが構築できればと思っています。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 行政としても、使い方、利活用をしっかり考えているということで、課長、最後のほう

のお話ありましたけども、ぜひ送受信、町民の皆さん方からの、先ほどの課長の話もあり

ましたけども、情報の集約、災害の話がありましたけども、災害現場の映像であるとか動

画、あるいはその位置情報であるとか、そういったものが瞬時に吉備中央町に入ってくる

ような、そういうシステムづくりをぜひ検討していただければと思います。先ほど同僚議
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員も言われましたけども、ぜひこのあたりを、セキュリティーに十分配慮しながらお願い

をしたいと思います。 

 それをやっていく中で、次の小っちゃい３番に入るんですけども、光ケーブルを新しい

ものにすることによって、個人当たりの現在の利用料、これはどういうふうな動きになる

のか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 テレビの加入者につきましては、料金のほうは何も変わりません。インターネットの加

入者につきましては、現在加入しておりますプランの料金は変更ありません。新たな設定

プランとして、１ギガプランの利用料が、月額５，７００円で利用が可能となります。ち

なみに、今までの最大通信プランであります１００メガプランの利用料金は月額

４，６５０円ですので、約１，０５０円の増額となります。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 約１，０５０円のアップで１０倍の効果があると。別に、吉備ケーブルさんのＰＲじゃ

ないんですけども、いいのかなと。このあたりが、新しく入ってこられる企業さんなんか

はとても気になるとこだと思うので、ぜひＰＲをしっかりしてもらいたいと思います。 

 ちなみに、今は個人の利用料金についてお尋ねしましたけども、吉備中央町、ネットを

ある程度使っておるんですけど、吉備中央町としては、今までのお支払いの金額が上がっ

ていくということがあるんでしょうか、このあたりをお尋ねしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 片岡企画課長。 

○企画課長（片岡昭彦君） 

 町としては上がりません。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 
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○８番（黒田員米君） 

 行政としては上がっていかないということで、ちょっとほっとしました。じゃ、よろし

くお願いします。 

 では、最後の大きい質問といたしまして、防災士についてお尋ねをしたいと思います。 

 町では、昨年度より防災士の資格取得に対しまして助成を行いまして、町内への防災士

の育成、これに順次取り組んでおられますけども、今後、取得者に対して行政としては何

を期待されているのか、このあたりをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 大木総務課長。 

○総務課長（大木一恵君） 

 防災士資格取得者に対して何を期待するのかということでございます。 

 防災士は、社会の様々な場で減災と防災力向上のため、十分な意識、知識、技能を有す

る者として、ＮＰＯ法人日本防災士機構が認定した方々です。町内においても、より多く

の防災士を育成し、町の防災力の強化を図っていこうと考えています。具体的には、自治

会等が行う防災訓練等へのアドバイザーとしての参加、また災害時における避難誘導や避

難所運営に際しての支援を行っていただきたいと期待しています。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 今、課長のほうからお話がありましたけども、防災士の資格というのも、せっかく地域

の防災を思う熱い気持ちの中から、それぞれ町民の皆さん方が資格取得をしてくださった

わけでありますから、ぜひ、今日の午前中の同僚議員の話にも出てまいりましたけども、

各地域で自主防災ができない理由としてリーダー不在であるとか、取組がよく分からない

とか、危機意識のない地域が多いとか、その部分を私は防災士の皆さん方にある程度担っ

ていただく必要があるのではないかなと、このように考えています。 

 そのためにも、個々の防災士が活動するというのは、なかなかやりにくいかと思います

ので、ぜひ早急に、吉備中央町防災士連絡会でも、名前は何でもいいんですけども、そう

いう組織化を早く図って、資格取得で終わってしまうのではなく、先ほど申し上げたよう

に、地域防災のトップリーダーとして活動していただけるように、新しい情報をまた仕入

れていただく、それから技術の研さんに努めてもらう、そういったことを今後やっていた
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だいて、地域防災の要として活動していただくことが必要かと思いますけれども、このあ

たりについて行政のお考えをお聞かせください。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 大木総務課長。 

○総務課長（大木一恵君） 

 町では、より多くの防災士を育成したいということで、昨年から防災士育成事業負担金

ということで交付を始めております。ところが、現在では本制度利用者は６名の方、その

うち４名の方が防災士として登録されているという現状であります。 

 議員さんがおっしゃられていました組織化、これは非常にありがたいお話で、実は私ど

も町のほうとしましても、そういった組織をつくることによりまして、より多くの防災士

さんがそれぞれに研さんを積み、それぞれの地域にそのお話を下ろしていただくような、

そういった防災士の方々の組織ができることを考えていきたいとは思っておりますが、何

分、今現在の人数が少ないものですから、いま一歩、組織ができていないという現状では

ございます。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 実情は十分理解もするんですけども、私自身はこれが、人数が少ないっていう部分はあ

まり問題がないんじゃないかと思います。先ほど課長が言われたように、４人であろうと

も、６人であろうとも、これは組織化をして、前向きに取り組んでいく中で次を育ててい

く、これが必要ではないかと思いますんで、ぜひこのあたりはもう一度考えていただきた

いと思うところです。それと併せて、これは、今は吉備中央町が助成金を出して受けてく

ださった方が、今課長が言われたように４名とか、６名の話。でも、個人的に自らこの防

災士を既に取得されている方も、町内には何人もいらっしゃいますので、それを考えれ

ば、今の４人とか５人とかの世界では多分ないと思います。ですから、そのあたりの掘り

起こしもやりながら、ぜひこの組織を早急につくっていただきたいと思います。 

 そこに活動を期待されとるわけなんですけども、その活動に対して、行政とすればどう

いうふうなバックアップを考えられていますか。このあたりをお聞かせください。 

○議長（難波武志君） 
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 答弁を許します。 

 大木総務課長。 

○総務課長（大木一恵君） 

 まだ、組織ができていない段階でこのようなことを申し上げるのは、いささか心配な点

もございますけれども、防災士の方々が、私どもが期待している活動が行えるように、そ

のバックアップは町のほうでできるのではないかと思いますので、そういった点で、町の

ほうが幾らかの御支援がやっていけるのではないかと思っております。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 

○８番（黒田員米君） 

 防災士の組織化を私が何回も言うのは、先ほど課長が言われたように、今は４人しかい

ないとか、６人しかいないとか、その世界。でも、多分次を、防災士を取ろうと思う、取

得しようと思う人が、目標になるものがない。目標というのが、何をやるのか分からない

中で、じゃ、防災士を受けてくださいねっていうほうが、逆に私は無理があるんじゃない

かと思います。ですから、こういう組織があって、地域の防災のためにこういうことをや

っていくんだよ、こういうことを手伝っていくんだよ、こういうことを指導するんだよと

か、こういうふうな、ある程度目標がある中で、ぜひあなたのその熱い思いを、防災士の

力を貸してくださいっていう流れでいくほうが、私は筋が通っているんじゃないかなと思

いますので、このあたりも含みおきながら防災士の組織化、いま一度御検討いただけるよ

うにお願いしたいと思います。 

 最初なんですけど、これは検討、研究ではなく、前向きに考えてもらえるのか、ここを

最後聞きたいと思います。もう一度、回答をお願いしたいと思います。 

○議長（難波武志君） 

 答弁を許します。 

 大木総務課長。 

○総務課長（大木一恵君） 

 町長のお許しが出たようですので、ぜひ前向きにさせていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（難波武志君） 

 ８番、黒田員米君。 
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○８番（黒田員米君） 

 町長のお許しが出たということで、なら町長が言ってくださってもよかったんかなと思

いますけど、ぜひこのあたりは前向きに、皆さん方の力を借りないとこれからの行政運営

はできないっていう、このあたりも皆さん方、分かってもらうためのこういう組織化が必

要かと思いますので、ぜひよろしくお願いをいたしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（難波武志君） 

 これで黒田員米君の一般質問を終わります。 

 以上で一般質問を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（難波武志君） 

 日程第３、報告第８号、要望審査報告についてを議題とします。 

 本要望については、民生教育常任委員長の報告を求めます。 

 民生教育常任委員長、日名義人君。 

○９番（日名義人君） 

 要望審査の結果を報告をいたします。 

 令和２年１２月１５日、吉備中央町議会、難波武志殿。民生教育常任委員会委員長、日

名義人。 

 要望審査報告書。本委員会に付託された要望を審査した結果、下記のとおり決定したの

で、意見を付し、会議規則第９４条の規定により報告します。 

 審査月日、１２月４日。要望番号、第１号。件名、津賀地区連合自治会代表からの加茂

川診療所継続に関する要望書。 

 審査結果、採択。意見、願意妥当と認める。 

 若干補足説明します。 

 要望書は９月に提出されていましたが、直近の定例議会が今議会となり、１２月４日の

民生常任委員会で審議をいたしました。その結果、さきのとおり、全員一致で採択と決し

ました。 

 またこの間、執行部にあっては、住民の切実な要求に応え、尽力されました。その結果

がさきの診療所、薬局ともに継続、この方向でうまくいったということや、これが告知放

送になったことを皆さん御承知のとおりです。 
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 以上で報告を終わります。 

○議長（難波武志君） 

 ただいまの委員長報告に対して、御質疑はありませんか。 

            〔「なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 討論を省略し採決したいと思います。御異議ありませんか。 

            〔「異議なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 異議なしと認めます。 

 本要望に対する委員長の報告は採択です。本要望は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに賛成の方は挙手願います。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（難波武志君） 

 全員賛成です。したがって、報告第８号、要望審査報告については委員長の報告のとお

り採択とすることに決定しました。 

 これをもちまして本日の日程は全て終了しました。 

 お諮りします。 

 明日１２月１６日から１２月１７日までの２日間休会したいと思います。御異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」の声〕 

○議長（難波武志君） 

 異議なしと認めます。したがって、明日から１２月１７日までの２日間休会とすること

に決定しました。 

 本日はこれにて散会とします。 

 御苦労さまでした。 

            午後 １時５９分  閉 議 

 


